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拓海団地内に完成した産業展示館

g託金関

フ事麗一の持
昨
年
九
月
末
か
ら
拓
海
団
地
内
に
建
設
を

進
め
て
き
ま
し
た
長
浜
町
産
業
展
示
館
が
、

三
月
三
十
一
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示

館
は
、
平
成
三
一
年
度
事
業
と
し
て
、
工
業
再
配

置
促
進
法
に
基
づ
く
補
助
事
業
に
よ
り
建
設

し
た
も
の
で
、
面
積
二
百
二
十
八
平
方
針
、

事
業
費
一
二
千
七
百
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
こ
の
展
示
館
は
、
町
内
の
工
業
製
品
、

特
産
品
、
産
業
文
化
遺
産
の
展
示
及
び
立
地

企
業
等
の
交
流
・
研
鐘
を
図
り
、
産
業
に
対

す
る
認
識
の
高
揚
と
本
町
産
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
も
の

で
、
常
設
展
示
室
、
展
示
室
兼
イ
ベ
ン
ト
室
、

会
議
案
等
を
兼
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
種

会
合
等
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
開
館
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
日
曜
祝
日
は
休
館

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
申
込
等
に
つ
い
て
は
、
産
業
展
示
館

(
五
二

l
一一五一

O)
ま
た
は
、
役
場
経
済
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
づ
〈
り
且
づ
〈
ゆ

心
づ
〈
り
の
実
現
に
語
道

ふ
る
き
と
づ
く
り
特
別
対
築
事
業
最
終
年
産

針一一一一方政施

平
成
四
年
度
長
浜
町
議
会
第
一
同
定

例
会
が
、
二
一
月
十
日
か
ら
三
月
十
三
日

ま
で
の
四
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
平

成
四
年
度
当
初
予
算
や
長
浜
町
霊
園
設

置
条
例
、
長
浜
町
産
業
展
示
館
設
置
条

例
な
ど
の
四
十
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納

口

な
ど
の
議
会
報
告
案
件
三
件
は
、
受
理

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
議
を
前
に
、
上
田
町

長
が
平
成
四
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
。

続
い
て
、
一
二
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ

た
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
四
年
度
施
政
方
針

は

じ

め

に

昨
年
は
、
世
界
が
大
き
く
揺
れ
、
湾

岸
戦
争
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
、
そ
し
て
、

独
立
国
家
共
同
体
の
設
立
な
ど
、
世
界

の
構
図
が
大
き
〈
塗
り
替
え
ら
れ
、
計

界
新
秩
序
の
構
築
か
ら
国
内
景
気
の
同

復
に
比
重
が
移
り
、
片
や
ア
メ
リ
カ
経

済
も
混
沌
と
し
た
様
相
を
里
し
つ
つ
あ

る。
ま
た
、
園
内
的
に
は
、
宵
沢
内
閣
の

発
足
、
雲
仙
岳
の
大
火
砕
流
、
台
風
十

九
号
被
災
、
バ
ブ
ル
経
済
の
破
従
な
ど
、

様
々
な
問
題
の
中
で
、
今
年
度
は
、
国

際
的
に
も
国
内
的
に
も
、
人
類
希
求
の

テ
l
マ
で
あ
る
「
平
和
秩
序
の
構
築
と

経
済
の
安
定
」
へ
の
指
向
が
加
速
度
的

に
進
展
す
る
中
、
各
国
聞
の
経
済
摩
擦

問
題
が
、
よ
り
一
一
層
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
の
中
で
、
当

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に

応
え
る
た
め
、
私
が
約
束
し
て
い
る

「
町
づ
く
り
、
里
づ
く
り
、
心
々
つ
く
り
」

の
実
現
に
一
歩
づ
っ
、
し
か
も
、
着
実

口

に
逼
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

港
費
生
か
し
た

町
づ
ぐ
り

第
八
次
港
湾
整
備
計
画
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
物
流
、
産
業
、
生
活
の
三
つ

の
機
能
が
調
和
よ
く
連
携
し
た
「
二
十

一
世
紀
の
港
湾
守
つ
く
り
」
を
目
指
す
べ

く
、
小
型
船
だ
ま
り
、
公
共
岸
壁
、
沖

防
波
堤
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
A
7
年
度
は
、
小
型
船
だ
ま

り
の
環
境
緑
地
が
完
成
す
る
事
か

ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
待
望
さ
れ

て
い
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を
中
心
に
、

駐
車
場
等
を
機
能
的
に
配
し
た
土

地
利
用
計
画
と
、
整
橋
促
進
を
国

a

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

同
じ
く
、
拓
海
工
業
団
地
の
公
共

岸
壁
一
パ

1
ス
が
概
成
、
沖
防
波

堤
等
の
着
工
に
伴
い
、
同
団
地
の

工
業
化
は
も
と
よ
り
、
増
大
す
る

物
流
、
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
し

得
る
港
湾
機
能
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
の

で
、
県
阿
南
部
の
物
流
拠
点
基
地
形
成

を
目
指
し
、
よ
り
港
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
に
努
め
た
い
ど
考
え
て
い
る
。

施政方針を述べる上田町長

誘
致
企
業
の
早
期

操
業
と
一
羅
蝿
確
保

誘
致
企
業
の
早
期
操
業
に
つ
い
て
、

拓
海
団
地
で
は
、
現
在
二
十
六
社
が
立

地
し
、
十
五
社
が
本
格
操
業
し
て
い
る

が
、
更
に
、
本
年
度
末
ま
で
に
は
、
大

社
の
操
業
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
景

気
が
滅
速
傾
向
に
あ
る
と
言
い
な
が
ら

も
、
立
地
企
業
の
入
手
不
足
は
深
刻
で

あ
り
、
企
業
で
は
、

U
タ

1
ン
や
雇
用

年
齢
の
帽
を
広
げ
る
な
ど
、
人
材
確
保

に
努
め
て
お
り
、
町
と
し
て
も
、
政
策

的
支
援
を
講
じ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

し
る
。第

三
次
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
当

町
発
展
の
基
盤
で
あ
る
都
市
松
能
施
設
、

生
活
環
境
施
設
等
の
第
三
次
開
発
基
本

計
画
と
各
地
域
の
環
境
整
備
を
ト
7

タ

ル
的
に
調
査
研
究
す
る
た
め
、
企
画
調

査
費
を
計
上
し
、
本
事
業
の
推
進
に
向

け
全
力
を
傾
注
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

変
通
ネ
ッ
ト

ワ
i
ケ
づ
fq
帥ツ

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ε

つ
く
り
に
つ
い

て
、
先
ず
、
国
道
三
七
八
号
で
は
、
長

浜
工
区
の
う
ち
長
浜
駅
前
の
改
良
整
備

を
県
の
配
慮
に
よ
り
、
修
景
等
を
考
慮

し
た
街
路
整
備
が
行
わ
れ
、
長
浜
町
の

玄
関
前
に
相
応
し
い
道
路
整
備
に
な
っ

た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
櫛
生
工
区
で
は
、
同
海
地
区

の
改
良
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
櫛
生
漁

港
区
内
の
施
工
に
つ
い
て
も
、
漁
港
修

築
工
事
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
早

期
整
備
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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次
に
、
大
洲
長
浜
線
は
、
市
街
地
内

を
通
過
す
る
最
重
要
路
線
で
あ
り
、
一

般
国
道
三
七
八
号
と
国
道
五
六
号
を
結

ぶ
路
棋
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
輔
の

大
型
化
、
交
通
量
の
世
旦
人
が
甚
だ
し
く
、

特
に
、
岸
本
石
油
庖
前
か
ら
仁
久
間
は
、

交
通
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
可
及
的
速

や
か
な
改
良
整
備
を
図
る
よ
う
、
県
当

局
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

長
浜
中
村
線
に
つ
い
て
は
、
下
須
戒

地
区
に
お
い
て
工
事
中
で
あ
る
が
、
今

後
と
も
道
路
幅
員
の
狭
小
区
間
の
整
備

を
主
体
と
し
て
、
改
良
整
備
を
進
め
る

べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
。

県
道
長
浜
保
内
線
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
二
八
・
一
ニ
許
ト
に
あ
た
る
四
・
六

キ
ロ
討
の
整
備
が
完
了
し
て
い
る
が
、
こ

の
整
備
に
は
相
当
の
期
間
と
巨
費
を
要

す
る
も
の
と
思
う
。

地
元
で
は
、
今
年
一
月
に
「
県
道
長

浜
保
内
線
道
路
整
備
促
進
協
議
会
」
を

設
置
し
、
整
備
促
進
の
運
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
沿
線
住
民
の

皆
さ
ん
の
要
請
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
、

鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
活
と
直

結
し
た
幹
線
一
、
二
級
を
主
体
と
し
た

整
備
を
進
め
て
い
る
。
大
平
線
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
の
み
で
な
く
、
新
し

く
制
度
化
さ
れ
た
地
方
特
定
道
路
整
備

事
業
を
導
入
し
、
整
備
促
進
を
図
る
べ

方政一一一一施

く
計
画
し
て
い
る
。
黒
田
大
屋
線
の
過

疎
代
行
事
業
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

も
、
西
国
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
通

常
ベ

1
ス
を
大
幅
に
上
回
る
投
資
規
模

と
な
る
見
込
で
あ
る
。
こ
の
外
の
改
良

及
び
舗
装
整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性

の
高
い
も
の
か
ら
整
備
を
進
め
、
公
共

土
木
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
、
速

や
か
な
事
業
の
遂
行
に
努
め
た
い
。

第
一
次
産
業

の
譲
興
発
震

農
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四
月
の
牛

肉
・
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由
化
に
続
き
、

コ
メ
の
自
由
化
を
迫
る
論
議
が
各
国
の

思
惑
の
中
で
、
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。

当
町
で
は
、
柑
橘
の
生
産
体
制
の
確

立
が
重
要
で
あ
り
、
従
来
の
基
盤
整
備

は
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
伴
う
省
力
化
、

高
品
質
果
実
の
生
産
を
は
じ
め
、
高
収

益
が
期
待
さ
れ
る
高
畦
マ
ル
チ
栽
培
並

び
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
継
続
的
普
及
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
成
四
年

度
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
み
か
ん
の

産
地
化
を
図
る
た
め
に
マ
ル
チ
栽
培
を

主
体
と
し
た
高
糖
化
対
策
事
業
を
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
施
業
の
共

同
化
、
担
い
手
の
育
成
、
機
械
化
の
促

進
、
吏
に
、
林
産
物
の
流
通
加
工
シ
ス

テ
ム
の
整
備
が
肝
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
が
、
林
業
を
業
と
し
て
営
む
た
め

に
は
、
椎
茸
の
生
産
振
興
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
事
を
踏
ま
え
、
現
在
、
森
林
組
合
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
、
ほ
だ
場
の

団
地
化
を
目
指
し
た
特
用
林
産
産
地
化

形
成
総
合
対
策
事
業
を
平
成
四
年
度
か

ら
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
森

林
総
合
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
く
育
林

事
業
を
は
じ
め
、
林
道
叶
松
j
足
山
線

等
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
整
備
す
る
考

え
で
あ
る
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
創
造
的
で
活

力
と
潤
い
の
あ
る
漁
村
を
築
い
て
い
く

た
め
、
海
の
資
源
を
「
つ
く
り
育
て
る
」
、

漁
業
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
魚
貝
類

の
中
間
育
成
、
放
流
等
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
地
域
沿
岸
漁

業
構
造
改
善
事
業
後
期
対
策
、
第
三
次

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
等
を
継
続
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

水
産
業
地
域
改
善
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
漁
業
の
生
産
某
一
盤
で
あ
る
漁
場

改
良
事
業
を
導
入
し
、
付
加
価
値
の
高

い
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
増
殖
の
た
め
の

漁
場
整
備
を
進
め
た
い
。

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
櫛
生
漁
港

の
修
築
に
係
る
公
有
水
面
埋
め
立
て
工

事
を
は
じ
め
、
一
般
国
道
三
七
八
号
整

備
改
良
に
伴
い
、
施
設
整
備
に
つ
い
て

県
と
町
の
双
方
が
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
喜
多
漁
港
の
局
部
改
良
を
は

じ
め
、
昨
年
被
災
を
受
け
た
青
島
漁
港

の
各
施
設
の
復
旧
に
も
全
力
を
傾
注
し
、

各
漁
港
施
設
の
機
能
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
百
舗
改
装
に
限

ら
ず
経
常
者
の
意
識
改
革
を
含
む
個
別

庖
舗
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
等
を
踏
ま
え
商
工

会
が
主
体
と
な
り
、
消
費
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
調

査
事
業
は
、
商
百
街
の
再
生
を
意
味
す

る
重
要
な
事
業
で
あ
る
の
で
、
県
と
共

に
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る。
工
業
に
つ
い
て
は
、
拓
海
団
地
に
完

成
予
定
の
産
業
展
示
館
を
町
内
産
業
の

拠
点
と
し
て
、
当
町
産
業
の
振
興
発
展

が
期
せ
る
よ
う
最
大
限
の
活
用
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

施
設
整
舗
と

磯
構
改
革

次
に
里
子
つ
く
り
に
つ
い
て
、
旧
町
の

皆
さ
ん
か
ら
要
請
の
高
い
「
町
民
ふ
れ

あ
い
会
館
」
的
な
施
設
に
つ
い
て
は
、

将
来
都
市
機
能
施
設
の
中
で
整
備
す
べ

く
計
画
を
し
て
い
た
が
、
生
涯
学
習
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
進
め
る
上
で
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
館
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
旧
長
浜
地

域
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
リ
ア
毎
に
計
画
的
に
施
設
を
配
置

す
る
必
要
が
あ
り
、
今
年
度
は
調
査
検

討
を
行
い
、
平
成
五
年
度
か
ら
段
階
的

に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
多
く
の
学
習
の
場
と
機
会
を
提

供
し
、
学
ん
だ
事
が
生
か
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
研
修
を
は
じ
め
、
各
種
団

体
の
研
修
会
の
開
催
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
い
ち
学
習
、
い
ち
ス
ポ
ー
ツ
、

い
ち
奉
仕
な
ど
を
実
践
し
て
こ
そ
、
里

づ
く
り
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
、
推
進

で
き
る
体
制
の
確
立
の
た
め
の
機
構
改

革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
・
教
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
よ
り
豊
か
な
環
境

ε

つ
く
り
の
た
め
、

老
朽
校
舎
の
改
築
を
始
め
、
パ
ソ
コ
ン

の
導
入
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
並
び
に
夜
間

照
明
施
設
等
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

圏
醸
感
覚
の

重量

成

文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
三
年
度
に

移
動
芸
術
祭
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、

交
響
楽
団
の
演
奏
な
ど
を
実
施
し
、
今

年
は
特
に
郷
土
に
あ
る
文
化
財
を
掘
り
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起
こ
し
伝
承
さ
れ
る
よ
う
地
域
で
の
取

り
組
み
に
対
し
、
指
導
長
助
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
「
里
づ
く
り
」
の
た
め
仁
は
、

人
づ
く
り
が
先
決
で
あ
り
、
海
外
研
修

制
度
の
創
設
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

当
町
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
シ
ネ
l
グ

ル
ー
プ
が
立
地
操
業
し
て
お
り
、
肱
川

流
域
に
あ
っ
て
も
機
運
が
備
わ
り
つ
つ

あ
る
の
で
、
町
づ
く
り
に
意
欲
溢
れ
る

勤
労
青
年
を
マ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
、
国

際
的
視
野
と
行
動
力
を
醸
成
す
る
た
め
、

交
流
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
づ
く
明

特
別
対
策
事
業

ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
の

向
沌
「
滝
め
ぐ
り
山
然
遊
渉
道
整
備
事

業
」
で
は
、
遊
歩
道
と
公
衆
用
ト
イ
レ

の
整
備
を
今
年
度
に
行
う
計
画
に
し
て

い
る
。
小
浦
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

パ
l
ク
整
備
事
業
で
は
、
ウ
イ
ン
ド
サ
1

73
ィ
ン
プ
1
ル
ゾ
1
ン
及
び
児
ず
遊
戯

ゾ
1
ン
、
ゲ
ー
ト
ボ
i
ル
、
駐
車
場
ゾ
1

シ
な
ど
の
各
施
設
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。
肱
川
あ
ら
し
展
望
公
園
ル

l
ト
益

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
、
展

望
台
等
の
施
設
、
主
た
、
遊
歩
道
整
備

に
係
る
調
査
を
行
い
、
景
観
眺
望
だ
け

で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
、
心
守
つ
く
り
に
ま
で
波
及
す
る
公
園

と
な
る
よ
う
終
備
を
進
め
た
い
。

播
を
生
か
し
た

町
づ
く
り

長
浜
大
楕
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
町

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
非
常
に
重
要
な

事
業
で
あ
り
、
全
国
で
唯
一
稼
働
し
て

い
る
開
閉
橋
と
し
て
希
少
価
値
が
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
肱
川
舟
運
の
歴
史
と

当
町
発
展
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
開
閉
橋
は
、
町
民
の
宝
、
誇

り
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
親
柱
や

出
一
明
施
設
等
を
修
復
し
、
永
く
後
叶
一
へ

引
き
継
げ
る
よ
う
闘
係
機
関
へ
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

文
化
の
薫
る

町
づ
く
り

最
近
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
「
文
化
の
薫
る
町
へ
つ
く
り
一
で
あ
り
、

文
化
検
討
委
口
会
で
、
本
町
内
文
化
行

政
の
推
進
方
法
に
つ
い
て
検
討
頂
い
て

い
る
。
そ
の
中
に
、
和
太
鼓
創
設
の
提

索
が
あ
り
、
是
非
と
も
本
年
度
に
お
い

で
創
設
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事

業
、
長
浜
大
楕
の
修
復
、
環
境
緑
地
の

完
成
、
惜
を
生
か
じ
た
町
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
等
に
民
点
を
合
わ
せ
、
勇
壮
華
麗

な
太
設
の
お
披
露
目
を
し
た
い
。

社
会
福
祉
対
策

心
づ
く
り
の
う
ち
老
人
福
祉
に
つ
い

て
、
当
町
で
は
、
地
域
高
齢
者
の
現
況

及
び
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
把
握
を
行
い
、

サ
l
dヒ
ス
白
標
及
び
供
給
体
制
の
在
り

方
の
指
針
と
な
る
「
長
浜
町
老
人
保
健

福
祉
計
岡
」
の
策
定
を
急
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
各
種
椴
診
を
は

じ
め
、
保
健
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
個

別
型
の
指
導
件
制
充
実
に
努
め
、
よ
り

き
め
の
細
か
い
健
康
手
つ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

ホ
i
ム
ヘ
ル
パ

1
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、

昨
年
当
初
の
四
人
体
制
か
ら
現
在
は
六

人
体
制
と
次
第
に
充
実
し
、
相
当
の
在

宅
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
つ

寝
た
き
り
老
人
の
介
語
手
当
て
に
つ

い
て
は
、
平
成
四
年
度
新
た
に
在
宅
介

護
者

ι対
し
て
月
額
五
千
円
の
介
護
手

当
て
を
支
拾
す
る
計
画
に
し
て
い
る
。

な
お
、
入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
、
ム
寸
後
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
カ
l
の
導
入
に
つ
い
て

前
向
き
に
枚
討
し
、
少
し
で
も
快
適
な

生
活
が
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
方
に

対
し
て
は
、
緊
急
通
報
装
置
の
電
話
機

を
設
置
し
、
向
が
委
託
し
た
々
に
い
つ

で
も
連
絡
が
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
笠
備

し
、
非
常
事
態
に
備
え
て
対
応
し
た
い
。

な
お
、
今
年
度
は
、
希
望
台
数
の
調
査

を
行
い
緊
急
性
の
高
い
方
か
ら
順
次
設

置
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

養
護
老
人
ホ
1
ム
「
白
山
園
」
の
老

朽
化
に
伴
、
っ
、
施
設
の
移
転
及
び
建
設

に
つ
い
て
は
、
長
浜
町
老
人
保
健
福
祉

計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
出
来
る
限
り

い
十
い
持
期
に
建
誌
の
運
ぴ
と
な
る
よ
う

平
成
四
年
度
に
は
、
基
本
的
な
諸
調
査

を
行
、
っ
一
十
定
で
あ
る
υ

環
境
ア
セ
ス
と

水

源

確

保

河
辺
川
ダ
ム
建
設
と
分
水
問
題
に
つ

い
て
、
最
下
流
で
あ
る
当
町
に
と
っ
て

は
、
各
種
用
水
及
び
産
業
関
係
へ
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
従
前
同
様
慣
主
に
対

処
す
べ
く
、
議
会
で
は
特
別
委
員
会
の

設
置
、
行
政
と
し
て
も
ダ
ム
対
策
班
に

お
い
て
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

特
に
、
水
源
対
策
は
、
生
活
と
直
結
し

た
問
題
で
あ
り
、
分
水
と
か
ダ
ム
建
設

の
以
前
の
問
題
と
し
て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
今
後
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

は
じ
め
と
し
て
、
水
源
確
保
問
題
の
解

決
に
向
け
て
の
対
応
な
ど
が
長
急
の
課

題
と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
本
当

仁
川
岨
解
と
納
刊
行
の
で
き
る
対
応
を
し
て

頃
く
よ
う
凶
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
り

環

境

問

題

環
境
問
題
に
フ
い
て
は
、
燃
え
る
ゴ

ミ
対
策
と
し
て
広
域
処
理
施
設
「
室
唄

セ、
J

タ
l
」
で
の
処
理
体
制
が
確
立
し
、

一
方
燃
え
な
い
ゴ
ミ
「
不
燃
物
」
の
処

理
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
建

設
計
耐
を
立
て
、
可
能
な
限
り
早
い
時

期
に
建
設
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い

η

ま
た
、
プ
ミ
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団

体
に
対
す
る
「
資
源
ゴ
ミ
回
収
活
動
捜

励
金
制
度
」
を
設
け
、
家
庭
、
団
体
、

地
域
で
の
取
り
組
み
を
強
化
推
進
し
て

い
き
た
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お

わ

り

今
日
は
、
ソ
フ
ト
面
が
町
づ
く
り
の

主
要
な
部
分
を
占
め
る
時
代
に
な
り
、

町
民
総
参
加
の
町
づ
く
り
へ
と
移
行
し

て
い
る
。

私
は
、
議
会
の
皆
様
の
ご
期
解
と
職

員
の
町
ぞ
つ
く
り
の
意
議
の
高
揚
を
糧
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
忌
俸
の
な
い
考

え
や
意
見
を
頂
い
て
、
元
気
あ
る
「
長

浜
と
っ
く
り
一
に
向
け
遁
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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ふ

と

づ

く

り

特
劇
対
策
事
業
な
ど

質
問
・
・
・
平
成
四
年
度
当
初
予
算
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
平
成
四
年
度
当
初

予
算
は
、
四
・
七
百
ト
の
伸
び
率
で
あ

り
、
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
率
四
・
九

抗
ト
と
ほ
ぼ
同
率
の
伸
び
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
重
点

施
策
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別

対
策
事
業
、
長
浜
中
学
校
校
舎
の
改
造

半
業
及
び
企
業
立
地
促
進
助
成
人
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。

新
し
い
項
目
と
し
て
は
、
高
齢
者
軒

祉
対
策
と
し
て
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
!
の

拡
充
費
、
介
護
干
当
の
創
設
、
青
海
霊

一一一一一一般質問

園
建
設
事
業
年
賦
金
、
青
年
海
外
山
道

研
修
事
業
補
助
金
、
仮
称
で
は
あ
る
が

「
あ
ら
し
太
鼓
」
の
購
入
拡
ぴ
仁
作
曲
、

指
導
、
振
り
付
け
の
委
託
費
寺
で
あ
る
。

ま
た
、
当
初

γI界
で
計
上
出
来
な
か
っ

た
も
の
は
、
港
町
及
び
道
断
の
県
骨
工

事
の
負
担
金
、
農
林
道
整
備
事
業
、
町

道
新
設
改
良
事
業
及
び
地
域
市
祉
基
金
、

土
地
開
発
基
金
、
減
債
基
金
の
積
マ
一
金

等
約
十
億
円
の
事
業
で
あ
り
、
採
択
に

な
り
次
第
補
正
を
し
た
い
と
考
え
て
い

愛
情
の
あ
る

相
談
活
動
を

今年完成した沖浦さくらの道

質
問
白
・
・
長
浜
高
等
学
校
の
詰
問
題
に

つ
い
て
一
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
生
徒
の
絶
対
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
校
と
連
携
を
密
に
し
、
機
会
あ
る

ご
と
に
幅
広
く
、
町
民
・

P
T
A
団
体

へ
長
浜
高
校
を
守
り
育
て
て
い
く
方
向

で
、
強
力
に
進
路
指
専
を
し
て
お
り
、

今
年
の
長
浜
中
学
校
か
ら
の
進
学
数
も

そ
の
成
果
と
思
う
し
し
か
し
、
絶
対
数

減
少
対
策
と
し
て
は
、
活
力
と
個
性
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
に
向
け
、
懸
命
の
努

力
を
払
っ
て
い
る
が
、
過
疎
化
減
少
の

る
凶
に
お
い
て
は
、
「
平
成
四
年
度
の

経
済
見
通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
的
活

度
一
並
び
に
「
地
方
財
政
計
耐
」
が
策

定
さ
れ
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、
港
湾
整

備
事
業
の
負
刊
金
、
企
業
立
地
促
進
助

成
金
、
消
防
関
係
負
担
金
、
ゴ
ミ
処
理

施
設
負
担
金
及
び
保
育
所
運
営
費
の
増

加
等
、
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
予
断
を
計
さ
な
い
状
況
下
に
あ
る
の

で
、
中
長
期
的
反
切
で
に
立
ち
訂
副
的
に

堅
実
な
財
政
運
河
に
努
め
て
い
き
た
い
。

影
響
を
受
け
、
こ
れ
に
及
ぱ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

学
級
減
対
策
仁
つ
い
て
は
、
制
度
上

の
問
題
で
あ
わ
、
高
校
並
び
に
長
LV
同を

考
え
る
会
が
中
心
と
な
り
、
町
行
政
も

共
に
学
級
減
に
な
ら
な
い
よ
う
、
「
四

十
入
学
級
」
編
成
実
現
等
を
含
め
、
ど

の
よ
う
な
高
校
と
し
て
育
て
あ
げ
る
か
、

そ
の
方
向
づ
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

答
弁
(
教
育
長
)
・
・
長
浜
駅
の
通
学

時
の
青
少
年
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、

先
日
、
長
浜
駅
長
並
び
に
地
域
住
民
か

ら
「
駅
構
内
、
ト
イ
レ
等
で
未
成
年
者

の
喫
煙
等
が
日
立
つ
」
と
の
連
絡
を
受

け
、
町
補
導
セ
ン
タ
ー
で
は
一
斉
街
頭

指
導
を
行
っ
た
。
町
内
の
酒
、
煙
草
等

の
白
動
販
売
機
設
置
場
所
等
を
中
心
に
、

定
期
的
に
巡
悦
等
の
袖
山
手
活
動
を
行
い
、

な
お
、
中
学
校
、
両
校
、
警
察
署
等
間

係
機
関
に
も
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
喫
煙
防

止
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
現
場
に
掲

示
す
る
な
ど
、
青
少
年
に
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
非
行
事
象
は

減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
古
少
年

の
内
面
に
迫
る
愛
情

ωあ
る
相
談
活
動

を
充
実
す
る
と
共
に
、
地
域
社
会
の
教

育
力
を
高
め
、
大
人
ひ
と
り
一
人
の
責

任
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
。

出
来
る
だ
け

近
い
将
来
に

質
問
・
:
学
校
給
食
に
つ
い
て
(
日
高

崎
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
県
内
の
学
校
給
食

を
実
施
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

給
食
を
実
施
し
て
い
る
小
学
校
、
一
一
一
九

六
校
中
完
全
給
食
実
施
が
三
七
八
校
、

ミ
ル
ク
給
食
が
十
六
枚
、
補
食
給
食
が

+
一
校
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
は
、
完

全
実
施
校
が
-
五
七
校
中
一
回
(
U
校、

ミ
ル
ク
給
食
が
十
」
ハ
校
、
補
食
給
食
が

一
伎
で
あ
る
。
調
理
方
式
ほ
、
共
同
調

理
場
が
三
八
七
校
中
小
学
校
が
一
一
七

O

校
、
中
学
校
が
一
一
七
校
で
あ
る
。

経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
平

均
で
一
九
六
円
、
中
学
校
で
一
一
二

O
円

と
な
っ
て
お
り
、
な
お
、
施
設
内
科
に

つ
い
て
も
、
食
文
化
時
代
に
相
応
し
い

給
食
の
あ
り
方
も
、
バ
イ
キ
ン
グ
方
式

を
採
用
す
る
な
ど
変
化
し
て
い
る
。

建
物
に
つ
い
て
は
、
当
町
で
基
準
面

積
の
四
一

-
O平
方
針
と
し
て
、
共
同
ト
ゲ

式
の
建
築
と
す
れ
ば
、
約
一
一
憶
七
千
万

円
が
必
要
と
な
わ
、
栄
養
L
L
、
調
理
師
、

運
転
手
等
の
人
員
を
確
保
す
る
と
し
て

も
、
約
一
億
円
の
経
常
経
費
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
間
匝
は
、
更
に
研
究
を
深

め
、
財
政
上
可
能
か
ど
う
か
実
施
の
方

向
で
、
出
来
る
だ
け
近
い
将
来
に
そ
の

見
通
し
を
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

工
夫
を
凝
ら

し
た
対
応
を

費
問
・
・
・
学
校
五
日
制
の
導
入
に
伴
、
っ

諸
問
題
に
つ
い
て

(
U尚
照
友
議
員
)

答
弁
(
教
青
長
)
:
・
諸
問
題
に
対
す

る
対
策
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
な
ど
で

協
議
し
指
導
を
進
め
て
い
る

r

教
育
水

泳
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お

い
て
今
年
度
中
に

l
分
準
備
し
、
新
年

度
へ
の
ス
タ
ン
パ
イ
を
終
了
し
て
い
る
。

年
聞
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
学
校
行
事
を
精
選
し
、
ゆ
と
わ

や
創
意
の
時
間
を
教
科
指
導
に
回
す
な

ど
、
各
学
校
の
責
任
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
先
生
が
研
究
協
議
じ
、
工
夫
を
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一般質問など

凝
ら
し
な
吋
応
を
し
て
一
日
〈
ょ
う
指
導

し
て
い
る
。

今
後
は
、
町
と
し
て
も
、
先
生
、
保

護
者
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
学
識
経

験
者
に
よ
る
推
進
協
議
会
等
を
積
極
酌

に
編
成
し
、
諸
問
題
に
つ
い
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

可
能
な
限
り

ご
支
援
ご
協
力

質
問
・
E-
地
域
周
辺
の
環
境
整
備
の
促

進
に
つ
い
て
(
菊
地
儀
明
議
員
」

答
弁
(
町
長
)
-
豊
茂
地
区
の
笠
間

城
、
花
林
城
、
永
田
城
の
城
跡
と
周
辺

地
域
の
一
件
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
、

笠
間
域
跡
を
中
心
と
す
る
歴
史
自
然
公

園
と
し
て
、
小
農
園
等
を
含
む
「
昌
一
E

茂

ふ
れ
あ
い
公
園
」
を
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
る

c

ま
た
、
要
望
の
あ
っ
た
旗
見
櫓
跡
地

を
中
心
と
し
た
、
小
公
園
地
整
備
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
り
、
整
備

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
熱
意
に
対
し
て

は
、
町
、
と
し
て
も
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
当
地
の
公
園
化
に
可
能
な

限
り
ご
支
援
、
ご
協
力
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

一
平
成
五
年
に
は

「
あ
ら
し
太
鼓
」

の
披
露

整備が藍まれる旗見櫓跡地周辺

質
問
:
・
和
太
鼓
の
結
成
実
現
に
つ
い

て
(
菊
地
俣
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
和
太
鼓
創
設
の
実

現
に
つ
い
て
は
、
文
化
検
討
委
員
会
並

び
に
企
画
近
か
ら
も
提
案
が
あ
り
、
新

し
い
郷
土
芸
能
と
し
て
、
仮
称
で
は
あ

る
が
「
あ
ら
し
太
鼓
」
を
創
作
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
当
同
に
相
応
し
い
作

曲
、
振
り
付
け
も
考
え
て
い
る
。
な
お
、

本
年
四
月
に
実
行
委
員
会
を
発
足
き
せ
、

和
太
鼓
、
大
。
巾
・
小
の
十
数
伺
を
購

入
し
、
平
成
五
年
に
は
、
ご
披
露
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

県
当
局
に
強
く

要
望
し
て
い
く

質
問
:
・
県
道
長
浜
・
保
内
線
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
(
岐
川
一
久
義
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
;
本
路
線
の
重
要
性

に
つ
い
て
は
、
町
域
内
だ
け
で
な
く
、

広
く
大
洲
。
八
幡
浜
市
等
周
辺
市
町
村

と
の
連
携
の
中
で
、
道
路
ネ
y

ト
ワ
ー

ク
の
基
幹
路
線
と
し
て
認
識
し
位
声
付

け
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
区
間
に
つ
い

て
は
、
今
後
地
区
の
皆
さ
ん
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
ね
て
、
調
査
研
究
に
入
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
肱
川
の

改
修
計
画
等
と
の
笠
合
性
の
問
題
も
あ

り
、
下
如
、
戒
地
区
全
体
の
有
効
な
土
地

利
用
に
配
慮
し
な
が
ら
、
改
良
整
備
に

向
け
、
町
と
し
て
も
、
計
画
的
な
整
備

を
県
当
局
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
の

一
世
紀
を

展
望
し
た
通
官
情
報

ス
テ
ム
を

質
問
・
:
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
の

設
置
に
つ
い
て
(
渡
辺
久
義
誌
員
一

答
弁
(
町
長
)
;
当
町
に
お
い
て
は
、

旧
長
浜
町
を
の
ぞ
き
、
判
五
時
、
弘
一
十

二
時
、
夕
方
五
時
の
三
回
サ
イ
レ
ン
会

吹
鳴
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
サ
イ
レ

ン
は
、
非
常
時
の
合
図
と
し
て
同
知
を

図
る
う
え
か
ら
も
重
要
な
も
の
で
あ
る

が
、
最
近
好
関
市
町
村
に
お
い
て
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
什
イ
レ
ン
に
切
り
替
え
て
お
り
、

広
報
無
線
を
一
日
用
し
て
音
楽
を
流
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
c

当
町
で
は
、
街
地
崎
放
送
で
朝
六
時
半
、

昼
十
一
一
時
半
、
夜
八
時
五
十
分
の
三
一
回

テ
l
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
一
流
し
て
お
り
、

今
後
は
、
一
一
十
一
析
記
を
展
望
し
た
情

報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
四
年
度
中
に
、
行
政
無
根
も

含
め
て
調
査
研
究
し
、
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
で

吋
応
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
一
一
一
年
度

一
瞬
会
計
補
正
予
算

平
成
一
二
年
度
一
般
会
計
補
正
一
j
算
に

八
丁
二
百
六
十
ヒ
万
円
が
減
額
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
、
広
十
五
億
二
千
一
一

百
九
十
九
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
の

改良整備が待なれる長浜保内線

職
員
の
育
鬼
休
業
等
に

関
す
Z
M
条
例
を
和
定

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
れ
は
、
地
ト
々

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
闘
す
る
法
律

の
制
定
に
伴
い
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、

一
部
の
職
員
を
除
き
、
全
職
員
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
海
霊
開
園
設
理
由

議
嗣
を
制
{
足

青
海
霊
園
設
置
条
例
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
っ
こ
れ
は
、
平
成
一
二
年
六
月
に
造

成
工
事
仁
着
手
し
た
青
海
霊
園
が
、
平

成
凶
年
度
で
完
成
す
る
た
め
、
霊
園
の

設
置
、
管
理
及
び
使
用
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
た
も
の
で

産
業
展
一
不
館

設
置
条
例
を
制
定

長
浜
町
産
業
展
示
館
設
置
条
例
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
施
設

の
管
理
卜
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の

で
す
ー
な
お
、
産
業
展
示
館
は
、
町
内

の
よ
業
製
品
、
特
産
品
、
注
業
文
化
遺
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産
等
を
展
示
し
、
町
長
の
産
業
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
立

地
企
業
の
交
流
、
研
錆
を
通
じ
、
本
町

産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

-小
d
{

子
を
麗
止

戒

問

地

震

戒
川
地
区
の
小
字
を
廃
止
す
る
条
例

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
土
調
査
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
伴
い
、
小
字
に
つ
い
て
は
そ

の
区
域
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
不
便
が
あ
る
の
で
、
廃
止

さ
れ
た
も
の
で
す
。

議
員
報
酬
、
三
投

教
育
長
給
与
を
改
正

「
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る

条
例
」
、
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入

役
給
与
条
例
」
、
「
長
浜
町
教
育
長
給

与
条
例
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
今
年

の
四
月
か
ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の

通
り
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
内
は
改
正
前
の
額

一
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
一
議
長
H
一一

十
三
万
七
千
円
(
二
十
一
一
万
五
千
円
)

マ
副
議
長
H
十
九
万
六
千
円
(
十
八
万

六
千
円
)

V
議
員
H
十
八
万
三
千
円

(
十
七
万
三
千
円
)

一
町
三
役
一
町
長
刊
七
十
万
五
千
円

(
六
十
七
万
一
千
円
)
マ
助
役
H
五
十

七
万
七
千
円
(
五
十
四
万
九
千
円
)
マ

収
入
役
H
五
十
三
万
五
千
円
(
五
十
万

九
千
円
)

{
教
育
長
}
五
十
万
五
千
円
(
四
十
八

万
円
)

一一一一議会関係@予算の値いみち

新
し
い
事
業
や
、
特
に

力
を
そ
そ
ぐ
事
業
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
て
大

き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の

な
ど
を
特
徴
と
し
、
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

文
中
の
%
は
、
前
年
度

当
初
予
算
と
の
比
較
。
一

般
会
計
の
目
的
別
費
目
別

総
額
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算

の
総
額
に
占
め
る
同
費
目
の
割
合
で
す
。

一較的作担]

一
般
行
政
経
費
は
、
特
別
な
も
の
を

除
き
、
抑
制
し
て
い
ま
す
が
、
「
里
づ

く
り
・
町
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」
な
ど

住
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
及
び
産
業

振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
四
・
七
%
の
伸
び
に
な
っ
て
お
り
、

性
質
別
で
は
建
設
事
業
が
同
総
額
の
一
二

十
五
・
八
%
を
占
め
、
経
常
経
費
は
前

年
度
比
九
・
六
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
職
@
教
委

農
委
の
報
酬
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の

「
報
酬
及
び
費
用
弁
償
」
の
一
部
を
そ

れ
ぞ
れ
改
正
し
て
、
今
年
の
四
月
一
日

か
ら
報
酬
額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
(
)
内
は
改
正
前

の
額
。

{
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
H
二
十
一
万
円
(
二
十

万
二
千
円
)
マ
学
識
経
験
者
委
員
日
二

十
五
万
四
千
円
(
二
十
四
万
四
千
円
)

一
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一

委
員
長
H
五
万
二
千
円
(
四
万
九
千
五

百
円
)
マ
委
員
H
四
万
六
千
刊
(
四
万

四
千
円
)

{
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
委
員

引続き全科目の

長
H
二
十
七
万
円
(
二
十
六
万
円
)
マ

委
員
H
二
十
四
万
円
(
二
十
一
二
万
一
千

円
)一

農
業
委
員
ム
萎
員
報
酬
年
額
一
会
長
H

二
十
一
万
円
(
二
十
万
二
千
円
)
マ
会

長
代
理
H
十
九
万
三
千
円
(
十
八
万
六

千
円
)

V
委
員
H
十
七
万
七
千
円
(
十

七
万
円
)

選
挙
管
理
委
員

決

ま

る

長
浜
町
選
挙
管
理
委
員
は
、
三
月
三

十
一
日
で
同
委
員
・
補
充
委
員
の
任
期

が
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
委
員
に
次

の
方
々
を
選
任
、
議
会
の
同
意
を
求
め

た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
、
新

選
挙
管
理
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

{
委
員
一
石
丸
英
雄
(
六
五
・
長
浜
)

マ
谷
尾
辰
男
(
六
三
・
今
坊
)
マ
山
本

達
利
(
七

0
・
下
須
戒
)

(六
0
・
白
滝
)

{
補
充
員
一
上
川
高
敏
(
ム
ハ
四
・
長
浜
)

マ
松
岡
寛
一
(
五
六
・
櫛
生
)
マ
飛
田

盛
茂
(
五
七
・
豊
茂
)
マ
西
山
一
一
止

(
六
八
・
出
海
)

な
お
、
四
月
一
一
日
に
聞
か
れ
た
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
石
丸
英
雄
氏
が
委
員

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

マ
後
藤
和
男

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

徳
田
平
八
郎
氏
を
再
選
住

長
浜
町
同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
徳

田
平
八
郎
氏
(
六
七
)
は
、
三
一
月
三
十

一
日
で
同
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
る

た
め
、
後
任
委
員
に
同
氏
を
再
選
任
、

議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一

致
で
同
意
さ
れ
同
委
員
に
決
ま
り
ま
し

た。

経需経費を見産し

平成 4年度の当初予算が、次の通り

決 ま り ま し た。(%は前年度当初予算

との上じ絞)

{ー融会計1
52億 7，809万2千円 (4.7%増)

[国民健j奈保険 特 別 会 計1
9億 2，575万4千円 (2.5%減)

[国民健康保険直営診揮所特別会計1
957万5千円 (40.2%増)

[港湾施設事業特別会計1
1，673万6千円 (25.9%増)

I簡易水道事業特別会計]

5，425万2千円(1.7%増)

I住宅新築資金等貸付事業特別会計1
2，901万円 (14.0%減)

I老人保健特別会計]

11億 2，790万6千 円

I土地取得特別会計]

2{:意592万3千円 (2，256.6%増)

I水道事業会計] 収益的収支予算

額2億 5，412万円 資本的収入予定

額0円資本的支出予定額6，288万7千 円

I工業用水道事業会計] 収 益的収支

予定額3，898万2千円 資本的収入予定

額0円 資本的支 出 予 定 額905万8千 円

平成 4年度当初予算

(5.1 %増)
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予算の使いみち一一一一一

総務費

一
般
管
理
・
文
書
・

広
報
・
有
線
放
送
電
)/。

話
・
財
必
管
理
・
企
円

画
・
事
務
連
絡
・
生
四

活
行
政
推
円

進
・
徴
税
・
医

戸

籍

住

民

側

登
録
・
選
一
包

挙
な
ど
に

M

位
う
お
金

の
こ
と

てき

小
浦
り
/
ハ
ー
サ

ド

ス
ボ
i

パ
ー
ク

整
備
事
業
な
ど

文
書
費
は
、
ワ
ー
プ
ロ
及
び
印
刷
機

等
の
リ
1
ス
判
固
有
八
十
四
万
一
千
円
。

広
報
広
聴
費
は
、
広
報
な
が
は
ま
発

行
経
費
等
コ
一
百
三
十
八
万
四
千
円
。

有
線
放
送
費
は
、
成
川
・
日
比
山
駄
場

線
ほ
か
の
改
修
な
ど
二
千
ん
百
二
十
四

万
四
千
円
。

財
産
行
埋
費
で
は
、
庁
舎
な
ど
の
管

理
費
及
び
各
基
金
の
積
す
一
余
な
ど
五
千

九
十
円
六
十
二
万
一
千
円
。

企
南
費
で
は
、
町
内
公
共
施
設
等
の

総
合
的
な
調
杏
妥
託
料
三
百
三
十
万
円
。

町
内
コ
一
防
相
の
過
疎
パ
ス
補
助
金
六
円

十
五
万
川
。
離
島
航
路
軒
助
金
、
と
し
て

長
浜
j
青
島
航
路
に
九
百
五
十
万
一
千

円
。
河
辺
川
ダ
ム
対
策
協
議
会
補
助
会

と
し
て
四
十
四
万
五
千
円
。

生
活
行
政
推
進
費
で
ほ
、
集
会
所
建

設
工
事
詰
負
費
な
ど
の

町
づ
〈
り
対
策
費
で
は
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
特
別
対
策
事
業
に
へ
憶
七
千
八

十
一
万
六
千
円
。

おな
金ど

に 害会国福・者イふ祉児福
こ使救。民祉母福昨今。重量キ止老
とう助 災 ij三。 f手 祉 害 身 千 品 . 人

71:意1，345万円 (15.0%)

awv費

鳴
謝
州
立

訟
R

老
人
福
祉
の

充
実

カも

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
町
社
会
相
判

協
議
会
へ
組
織
体
制
充
笑
が
図
ら
れ
た

も
の
を
含
め
、
そ
の
補
助
金
と
し
て
一

千
円
五
十
八
万
九
千
円
。
毛
皮
心
身
障

存
者
院
療
扶
助
費
に
一
千
八
百
六
十
九

万
五
千
円
。
母
子
及
び
零
歳
児
医
療
扶

電
算
管
理
費
で
ほ
、
電
算
機
器
リ
ー

ス
及
び
保
守
料
四
千
五
百
五
十
八
万
七

千
円
。選

挙
費
で
は
、
選
挙
骨
崇
貰
会
費
、

明
る
い
選
挙
推
進
費
、
参
議
院
議
員
選

挙
管
な
ど
。

統
計
調
査
関
係
で
は
、
就
業
構
造
某

本
調
査
な
ど
に
必
要
な
鮭
費
五
十
万
八

千
円
。

助
費
に
λ
宵
三
十
七
万
七
千
円
J
ζ
人

保
健
桁
別
会
計
へ
の
操
間
金
六
千
三
一
百

一
今
-
十
六
万
七
千
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
在
宅
福
祉

の
充
実
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

I
の

増
員
や
そ
の
設
世
委
託
料
と
し
て
一
千

五
計
七
十
六
万
三
千
円
。
今
年
山
か
ら

新
た
に
寝
た
き
り
老
人
の
在
宅
介
護
者

に
対
し
、
介
護
手
当
と
し
て
三
百
六
十

万
円
。
ま
た
、
独
居
老
人
緊
急
通
報
装

置
の
設
置
に
伴
う
管
理
委
託
料
二
十
八

万
石
千
円
。
老
人
保
健
福
祉
計
阿
策
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
活
動
費
と
し
て

十
一
万
円
を
計
上
。
高
帥
者
年
金
に
二

百
六
十
一
二
万
一
一
千
円
。
敬
老
会
、
金
婚

式
関
係
を
ア
ッ
プ
し
て
」
ハ
百
六
十
七
万

六
千
円
。
老
人
ク
一
ブ
フ
育
成
費
に
百
二

十
六
万
九
千
円
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
負
担
金
と
し
て
百
十
じ
万
五
千
円
。

今
年
一
肢
は
、
高
齢
者
及
び
要
介
護
若

人
の
実
態
を
把
拒
し
、
高
齢
者
に
対
す

る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
あ
り
方
を

明
示
す
る
た
め
、
老
人
保
健
福
祉
計
画

を
策
定
し
、
老
人
福
祉
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

児
童
福
祉
関
係
は
、
児
童
手
当
二
千

六
百
六
十
五
万
円
。
保
育
所
費
二
憶
七

千
六
百
八
十
四
万
七
千
円
を
計
上
。
ま

た
、
長
浜
乳
児
保
育
所
へ
の
払
置
委
託

料
五
千
六
円
十
九
万
七
千
円
を
計
上
。

地
域
改
荒
川
対
策
費
は
、
負
担
金
、
補

助
金
な
ど
合
わ
せ
て
一
千
八
円
六
十
一

万
四
千
円
。

憐
保
館
費
壮
、
隣
保
館
活
動
運
営
費

と
し
て
一
一
千
六
百
五
十
万
六
千
円
心

国
民
年
会
事
務
費
は
、
徹
収
手
数
科

な
ど
ム
リ
わ
せ
て
一
千
四
百
二
万
五
千
円
。

のうど処二、 害般借
こおに埋)防・斗'.1:呆
と金使なみ iトー公会健

4億4，639万4千円 (5.4%)

賞生撞T

畠
液
検
査
を
充
実

生
ご
み
処
理
容
器

購
入
等
に
輔
勧

健
康
寸
つ
く
り
で
は
、
基
本
健
診
事
業

で
実
施
し
て
い
る
血
諒
検
査
に
お
い
て
、

新
た
に
中
性
脂
肪
、

H
D
L
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
(
動
脈
問
化
の
指
標
)
、
ガ
ン

マ
G
T
P
(
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患
の

指
椋
一
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
(
腎
吹
忠
の

指
標
)
の
凹
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
に

よ
り
各
種
検
診
委
託
科
は
、
大
幅
増
の

一
千
一
二
百
十
六
万
四
千
円
を
計
上
。
健

康
相
談
、
健
康
教
育
、
訪
問
指
導
な
ど

地
域
に
出
向
く
保
健
指
導
は
、
高
齢
者

保
健
相
祉
推
進
ラ
イ
ン
に
結
び
つ
け
て

ゆ
く
形
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
ゆ
く

こ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

野
犬
対
策
と
し
て
、
今
年
も
捕
獲
器

一
基
を
購
入
す
る
ほ
か
、
不
出
犬
買
上

界
一
胤
に
十
四
万
五
千
円
。

山
山
海
、
櫛
生
、
串
茂
の
各
診
療
所
の

運
営
費
は
合
わ
壮
一
て
七
千
百
二
十
三
万

三
千
円
。
曲
以
茂
診
療
所
は
、
長
期
間
欠

員
と
な
っ
て
い
た
寺
任
医
師
が
今
年
二

月
一
日
に
赴
任
し
充
実

J

公
共
基
地
「
青
海
霊
園
」
が
完
成
し

た
こ
と
に
よ
る
、
こ
の
造
成
事
業
費
の

年
賦
金
四

f
d二
十
四
万
円
。

公
害
対
策
で
は
、
川
や
海
の
水
質
等

の
調
査
を
続
け
て
ゆ
く
干
」
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
委
託
料
二
百
五
十
一
万
円

J

塵
芥
処
理
費
は
、
前
年
度
よ
り
一
千

千
今
一
面
八
十

L

パ
万
ヒ
千
円
制
刊
の
九
千
七
百

三
十
万
三
千
円
。
こ
の
う
ち
六
千
九
一
有

七
十
三
万
七
千
円
は
大
洲
市
。
喜
多
郡

町
村
組
合
ご
み
処
理
施
設
負
担
金
。
可

燃
物
及
び
不
燃
物
ご
み
、
乾
電
池
分
別

同
収
、
最
終
処
分
場
汚
水
処
理
施
設
水
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質
調
査
等
の
委
託
料
に
一
千
八
百
一
一
十

四
万
五
千
円
。
新
年
度
は
生
ご
み
処
理

容
器
設
置
補
助
制
度
を
設
け
購
入
費
の

二
分
の
一
を
補
助
す
る
ほ
か
、
古
紙
な

ど
の
資
源
ご
み
回
収
活
動
奨
励
金
制
度

を
設
け
、
一

J

J
に
つ
き
五
円
を
補
助

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
補

助
金
九
十
万
川
を
計
上
。

大
洲
喜
多
衛
生
事
務
組
合
費
(
し
尿

処
理
費
)
は
、
二
千
三
十
九
万
七
千
円
。

こ
の
ほ
か
、
国
保
特
別
会
計
及
び
国

保
直
診
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
四
千

八
百
四
十
八
万
九
千
円
。農林水産業費

こおに 4系 i魚材三

と吉守 Z首芋暴

予算の使いみち

樹
園
園
地
の

整
備
拡
充
悲
ど

十農め向
農ー用、上 農
業 万地委と業
振円利員農委
興を刷会用 員
費計増の地会
は上進活の 費

。な重力有は
新 ど費効
規 のぷ利農
事 経 び 用業
業 費農 推者

一地土佐の
し 百翠 23地
て 九宅た位 5億5 ， 975万B千円(~15.4%) 

消
費
者
志
向
に
即
し
た
、
み
か
ん
高
糖

化
対
策
事
業
費
、
ま
た
、
か
ん
き
つ
産

地
再
編
整
備
事
業
な
ど
を
継
続
的
に
行

う
た
め
に
要
す
る
補
助
金
や
各
種
協
議

会
負
担
金
な
ど
六
百
十
九
万
八
千
円
を

計
上
。林

業
振
興
費
は
、
新
規
事
業
と
し
て
、

椎
茸
の
高
品
質
生
産
を
図
る
た
め
の
椎

茸
生
産
活
性
化
対
策
事
業
及
び
、
平
成

五
年
度
か
ら
実
施
計
画
で
あ
る
特
用
林

産
地
形
成
総
合
対
策
事
業
に
伴
、
つ
調
査
、

研
修
費
補
助
金
な
ど
。
継
続
事
業
と
し

て
、
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
、
緑
の
少
年

団
育
成
事
業
費
な
ど
の
諸
事
業
に
要
す

る
補
助
金
六
百
八
万
六
千
円
を
計
上
。

基
盤
整
備
事
業
は
、
県
補
助
事
業
を
導

入
し
、
継
続
事
業
で
叶
松
i
足
山
線
及

び
大
戸
i
樫
谷
支
線
の
開
設
事
業
費
一

千
六
百
八
十
四
万
六
千
円
を
計
上
。

水
産
業
振
興
費
は
、
漁
業
の
振
興
を

図
る
た
め
の
漁
場
整
備
や
漁
場
資
源
の

増
殖
、
稚
魚
貝
の
巾
間
育
成
、
放
流
、

魚
礁
の
清
掃
及
び
魚
樵
の
効
果
調
査
事

業
に
要
す
る
補
助
金
一
千
四
十
万
一
千

円
。
基
盤
整
備
事
業
は
、
国
・
県
の
補

助
事
業
を
導
入
し
、
水
産
業
地
域
改
善

対
策
事
業
、
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業

な
ど
で
築
い
そ
、
魚
礁
設
置
事
業
費
九

千
百
六
十
九
万
円
を
計
上
。

漁
業
関
係
は
、
櫛
生
漁
港
修
築
事
業

及
び
喜
多
漁
港
局
部
改
良
事
業
等
と
各

漁
港
の
維
持
管
理
を
合
わ
せ
て
二
憶
五

千
六
百
一
一
十
三
万
八
千
円
。

道
路

島
巷
湾
・

下
水
道

.
防
災
・

住
宅
管

理
・
交

通
安
全

施
設
な

ど
に
使

う
お
金

の
こ
と

生
活
道
路
の

整
繍
本
ど

国
・
県
費
補
助
な
ど
を
活
則
し
て
道

路
整
備
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
う
ち
町

道
大
平
線
、
柿
ノ
久
保
線
は
国
庫
補
助

事
業
で
、
石
堂
一
旦
柳
線
ほ
か
二
線
は
県

費
補
助
事
業
で
実
施
。
が
け
く
ず
れ
防

災
事
業
は
、
今
坊
地
区
を
実
施
。

交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
l
設

置
費
な
ど
を
計
上
。

i邑
年
度

z" 
ブE

生
し
た
漁
港L

方伝
日正

三1億8.1悶 6千円(ー1.8%)

費目
災
害
を
受
け
た

Z
ζ

か
所
を
復
旧
す

イ
る
た
め
に
使
う

豆
田
お
金
の
こ
と

災

3fj意9 ， 311 万6千円 (~17.7%)

復
旧
事
業
及
び
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
の
経
費
一
億
八
千
百
四
万
六
千

円。

教育費

れ用な健民お般教育
ま も ど 体 館 金 に 育 ・ 学
す含の音・で使の社校

ま費 γ 保公う全会教

3億3，409万6千円 (~28.6%)

長
浜
中
学
校

公
畏
館
改
修
ほ
か

新
翠
霊
木
と
し
て
、
史
荘
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
購
入
、
青
年
海
外
派
遣
研
修
、

和
太
鼓
の
創
設
を
始
め
、
学
校
、
社
会

教
育
施
設
の
整
備
充
実
及
び
文
化
事
業
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
。

メ合、
ODぐ

が商
行工
う業
事の
業振
等興
にを
対図
する
るた
補叫
助 f

三民主 1億1，366万6千円(17.2%)

商 工費
のう係観工し
こおに光業車
と金使関了未

中
小
企
業
振
興
資
金
の
預
託
金
、
外
灯

の
修
繕
費
。
ま
た
、
白
滝
公
園
等
の
維

持
管
理
費
、
住
吉
公
園
の
排
水
補
修
工

事
費
、
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
等
を
計

上。

事場→J

消防費
金に災
のイ吏の|坊
こうすこう丈
と才云めド方

11;意4，152万円 (9.6%)

防
火
水
槽
設
置
及
び
積
載
車
購
入
費

な
ど
を
計
上
。

金生白色
づ験，~~持

費

おにの会
金使た運町
のう め 常 議

8，087万7千円 (8.1%) 

ム一品
壬主主
自我

と

総
額
で
八
・
一
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

札
労働費

の {吏の f牛
こうたの労
とおめ改働

金 に 善 条

261万3千円 (29.4%)

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
費
と
し
て
、

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
等
に
二
百
六

十
一
万
三
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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予算の使いみち一一一一

白日消
な

返お人にの
済 金 れ 借 た事
金 の た り め業

8億5，330万6千円
(9.5%) 

総
額
で
九
・
五
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。
同氏健康
保険

9億2，575万4千円

一場

被
保
険
者
数
が
前
年
度
よ
り
三
・
九

%
減
の
四
千
九
百
六
十
五
人
と
な
る
見

込
で
あ
り
、
予
算
総
額
は
、
二
・
五
%

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
額
の
八
七
・
一
%
が
医
密
費
で
、

一
般
被
保
険
者
ヘ
主
人
該
当
者
を
除
く
)

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
医
療
技
術

の
高
度
化
等
に
よ
り
約
十
七
万
六
千
円

と
、
前
年
度
よ
り
一

0
・
六
%
増
が
見

込
ま
れ
、
同
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
八
国
保
財
政
の
健
全
な

運
営
を
し
て
、
よ
り
一
一
層
国
保
制
度
を

応部~
冷'Ø~-

予{繭費
金に日つピ
の f吏的てめ あ
こうよソ、し、主主ら
と お タ ト る ま 7う、

総
額
で
回
。
し
八
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。理
解
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
健
康
相
談
、

食
生
活
改
善
指
導
、
健
康
ま
つ
り
等
の

保
健
事
業
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
問
年
度
か
ら
は
、
助
丘

費
支
給
額
が
十
:
一
万
か
ら
↑
一
十
四
万
川

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
っ

同保直営
診療所(青島)

957万5千円

理

離
島
で
あ
る
こ
と
千
人
口
減
少
に
よ

り
、
受
診
者
も
限
ら
れ
て
い
る
二
と
か

ら
、
診
療
収
入
の
増
収
は
切
で
め
ず
、
単

年
度
赤
字
を
回
。
山
一
小
か
ら
の
運
常
袖
助

金
と
一
般
会
計
か
ら
の
品
川
入
に
よ
り
賄
っ

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
と
な
っ

て
い
ま
す
。

1.583万6千円 (4.6%)

老人保健

11億2，790万6千円

全
体
予
算
の
九
九
・
一
%
が
医
掠
費

で
す
。
予
算
総
額
は
前
年
位
よ
り
王
a

一
%
増
と
な
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り

医
療
費
見
込
み
も
約
六
十
七
万
四
千
円

と
な
り
、
年
毎
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
は
、
前
年
度

よ
り
三
・
四
%
増
の
千
七
百
五
十
三
人

と
な
る
見
込
み
で
、
今
後
の
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
老
人
保

健
事
業
等
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

港湾施設事業

1.673方6千円

五齢

港
湾
施
設
管
理
の
た
め
、
一
千
六
百

七
十
三
万
六
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

住宅新築資金
等貸付事 業

円

「

Z

万
、
か
れ
w
L

一剛一

o
，f
M

U
吋
B
I
l
l
-
4

9
i
1
h
-
g
守

1

2

'

一
陣

Fvd

4
1
1
」

今
年
度
は
、
住
宅
新
築
資
金
一
件

住
宅
改
修
資
金
一
件
を
計
上
し
て
い
ま

す。
簡易水道事業

5.425万2子円

防
防

簡
易
水
道
は
、
十
一
施
設
で
地
元
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水道事業

(頭書の通り)

関
川

今
年
度
は
、
特
に
漏
水
の
発
見
・
修

理
に
努
め
有
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

工業 用

水道事業

(頭書の通り)

1...， 111 
ぱ坐j

工
業
用
水
道
は
、
一
口
使
川
水
量
が

千
立
方

M
以
上
の
契
約
水
目
重
で
あ
り
、

将
来
、
企
業
進
出
等
に
よ
る
需
要
増
大

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

職
員
人
事
異
動

四
月
一
日
付
け

一
経
済
課
一
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

)
内
は
旧
任

局
長
・
上
満
治
雄
(
経
済
課
長
)
{
教

育
課
一
課
長
・
波
辺
敬
(
税
務
課
奮
さ

{
建
設
課
}
藤
本
修
二
(
総
務
課
)

一
長
浜
保
育
所
}
所
長
・
大
藤
恭
子

(
白
滝
保
育
所
長
)
マ
矢
閉
山
木
津
美

(
出
海
保
育
所
)
{
白
滝
保
育
所
一
所

長
・
山
本
コ
ト
エ
(
豊
茂
保
育
所
長
)

{
豊
茂
保
育
所
一
所
長
・
萩
森
科
鮎
子

(
長
浜
保
育
所
)
マ
都
山
悦
子
(
大
和

保
育
所
)
{
喜
多
灘
保
育
所
一
西
山
み

ち
子
(
櫛
生
保
育
所
)
一
大
和
保
育
所

一
次
裕
子
(
豊
茂
保
育
所
)
{
出
海
保

育
所
一
山
丙
干
山
口
(
長
浜
保
育
所
)

採

用

n
ト
品
ス
ソ
1υ

ノ
¥

お
願
い
し
ま
す
M

総
務
課
・
坂
本
直
哉
(
山
山
海
)
、
一
心
山

鈴
美
(
出
海
)
マ
税
務
課
・
小
川
恭
二

(
下
須
戒
)
マ
会
計
主
・
山
下
ル
ミ

(
黒
目
)
マ
教
育
課
・
丙
宵
潔
(
柴
)

退

職

H

お
世
話
に

な
り
ま
し
た
d

教
育
課
長
・
宮
田
猛
義
マ
建
設
課
参
事
胆

波
多
野
進
マ
経
済
課
主
幹
@
平
川
友
十
1
ト

マ
総
務
課
運
転
手
・
成
田
信
重
マ
長
浜

保
育
所
長
・
丙
宮
幸
子
マ
老
人
ホ

1
ム

白
山
富
調
理
員
。
水
木
喜
美
子
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年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
初
め
て
加
入
し
た
と
き
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号

番
号
は
、
国
民
年
金
な
ど
へ
の
加
入
の

記
録
等
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の
で
、

一
つ
の
制
度
で
の
番
号
は
一
生
を
通
じ

て
変
わ
り
ま
せ
ん
。

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳
は
、

学
生
か
ら
社
会
人
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
自
営
業
・
専
業
主
婦
へ
と
職
種
が
変

わ
っ
た
場
合
で
も
、
使
則
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

人権作文@年金関係

同
じ
制
度
で
の
記
号
番
号
が
、
二
つ

以
上
あ
っ
た
り
、
氏
名
が
変
わ
っ
て
登

録
さ
れ
て
い
る
と
、
年
金
を
請
求
す
る

と
き
に
間
違
い
の
も
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
も
っ
て
い
る

と
き
は
、
「
記
号
番
号
重
複
取
消
届
」

に
年
金
手
帳
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き
は
、

「
再
交
付
申
請
書
」
を
提
出
し
て
再
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

「
氏
名

戦後強制抑留者
@皆様へ』

一一請求はお済みですか一一

平和祈念事業特別基金(総理府所管の認

許法人)では、戦後、!日ソ連またはモンゴ

ルの地域において強制抑留された方、ま た

はそのご遺族に、内閣総理大臣名の慰労品

(書状・銀杯)を贈呈しています。

また、これらの方々のうち、年金思給や

公務員の共済年金などを受給されていない

方には、更に慰労金 (10万 円 ) が 支 給 され

ます。

変
更
届
」
に
年
金
手
帳
を
添
え
て
提
出

し
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

決
し
て
安
全
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
中
の
事
故
や
自
動
車
や
バ
イ
ク

で
の
交
通
事
故
な
ど
、
学
生
生
活
で
の

事
故
は
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
私

だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う
保
障
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
の

た
め
に
、
国
民
年
金
に
は
障
害
基
礎
年

金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
や
が
て
は

[請求期限l平成 5年 3月31日まで

[請求書類の送付@お問い合わせ先]

平和祈念事業特別基金雷03-3945-4703

または、役場住民課まで。

老
後
を
迎
え
、
年
金
生
活
に
入
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
受
け
る
老
齢

基
礎
年
金
は
、
一
一
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
満
額
の
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
す
る
時
期
は
平
成
一
二
年
四
月
一

日
現
在
、
二
十
歳
以
上
の
学
生
は
、
平

成
三
年
四
月
一
日
が
加
入
す
る
日
に
な

り
ま
す
。
平
成
三
年
四
月
一
日
以
後
に

二
十
歳
に
な
っ
た
方
は
、
二
十
歳
に
な
っ

た
日
が
加
入
す
る
日
に
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
、
こ
の

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
万
一
の
た
め
、
ま
た

老
後
の
た
め
に
備
え
て
、
今
す
ぐ
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ

、つ。

わ
た
し
は
、
こ
の
ま
え
ふ
だ
ん
あ

い
さ
つ
を
し
な
い

A
ち
ゃ
ん
に
あ
い

さ
つ
を
し
て
み
ま
し
た
。
そ
し
た
ら

A
ち
ゃ
ん
は
、
だ
ま
っ
て
教
室
に
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
い
や
な
気

U

も
ち
が
し
ま
し
た
。

で
も
、

をぐんが あ B しあたらん にはかなうれあれはち
もやにあ う そ ち た そ ら 。 に帰なよらりれたいまよや
らさおりちんや。ほ了一「」一、るりく 、ましのさしうん
つん金苓にでんとうさと「時まあ A しいでった」に
てへを苧帰いとてねよ言さにしそちた気、を。とあっ
、行もごとるまもも。うつよ B たぶや。もとしそ大いぎ

「きらトとすなう」なでうち。よんそちててのきさの
あまつに、 。かれとらみなゃ うとれにもくとなっ日
りして~ド よ し い o 、 き 戸 す の
がた 、主主リ しかつま醐騒盤噛盤線蹄醤噛園開噛輯欝欝暫瀧題調圏 、 、 で る 朝
と 。ぶi':f'ル にってた瞳醤善試事麗語:zz聾覇軍〓趨蕗誠議輯鴎わ言とま
うおん広ち なさくあ関盟強週璽幽iヨ翻臨轟轟基盤韓関1.二つ 、た
」つほ舌 ょ っギれし戸田町一一一一一一一明白「比て「、
とりうやう てヲ。また| 、 、 司ー |円くお A

あ い 持 つ
言
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
お
ば

ち
ゃ
ん
も
、
「
あ
り
が
と
う
。
」
と

や
さ
し
く
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
、
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
に
っ

こ
り
し
て
言
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、

A
ち
ゃ
ん
た
ち
に
「
さ
よ
う
な
ら
。
」

と
言
っ
て
く
れ
た
時
よ
り
も
、
も
っ

と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ど
う
し
て

か
な
。
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
な
。
た

ぶ
ん
、
に
っ
こ
り
し
て
や
さ
し
く
一
言
つ

て
く
れ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、

二年生

あ
い

さ
っ
す
る
こ
と
は
、

た
い
せ
つ
な
ん
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
い

ま
ま
で
あ
い
さ
つ
は

た
だ
言
っ
た
ら
い
い

か
え
さ
れ
る
こ
と
ば

だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
あ
い
さ
つ
は
、
心
か

ら
気
も
ち
を
こ
め
て
言
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
た
ぶ
ん

A
ち
ゃ
ん
や

B
ち
ゃ
ん
や
ぶ
ん
ぼ
う
ぐ
や
さ
ん
の

お
ば
ち
ゃ
ん
に
、
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

な
い
と
何
も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
の
気
も
ち

を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
だ
と
思
い
ま
す
。

中学
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拓海団地、福祉、衛生関係

拓
海
工
業
団
地
に
立
地
し
て
い
る

企
業
一
一
十
六
社
の
内
、
今
年
三
一
月
末

現
在
、
十
六
社
が
操
業
を
開
始
し
て

お
り
、
残
る
企
業
も
公
共
岸
壁
や
沖

防
波
堤
の
着
工
に
合
わ
せ
、
工
場
等

の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
五
年
三
月
末

に
は
大
半
の
企
業
が
操
業
し
、
「
港

を
生
か
し
た
産
業
づ
く
り
」
に
向
け
、

順
調
に
進
む
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
、
先
般
、
こ
の
拓

海
団
地
の
用
地
譲
渡
に
つ
き
、
町
が

違
法
行
為
、
脱
税
ほ
う
助
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等

で
報
道
さ
れ
、
ま
た
、
一
住
民
よ
り

そ
れ
ら
に
関
る
監
査
請
求
が
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
心
配
や
ご

不
審
を
与
え
て
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
町
は
関
係
法
令
に
基

ε

つ
き
合
法

的
、
且
つ
適
正
に
処
理
し
て
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
違
法
、

脱
税
行
為
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
共
尚
一
層
、
町
行
政
を
信
頼
頂

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

寝
た
き

長
浜
町
で
は
、
居
宅
に
お
い
て
寝
た

き
り
老
人
を
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、

介
護
者
へ
の
精
神
的
、
経
済
的
な
援
助

と
在
宅
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
寝

た
き
り
老
人
介
護
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
手
当
は
、
申

請
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
役
場
住
民
課
で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

~ 

{
支
給
の
要
件
一
毎
年
七
月
一
日
、
十

一
月
一
日
、
一
二
月
一
日
(
以
下
「
基
準

日
」
と
い
う
。
)
現
在
に
お
い
て
、
寝

た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い
る
方
に
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
と
は
、
六
十
五
歳
以

上
で
あ
っ
て
、
寝
た
き
り
度
判
定
基
準

に
よ
り
寝
た
き
り
と
判
定
さ
れ
、
そ
の

状
態
が
六
か
月
以
上
継
続
し
て
い
る
方

を
い
い
ま
す
。

介
護
者
と
は
、
居
宅
に
お
い
て
寝
た

き
り
老
人
と
同
居
し
、
生
計
を
同
じ
く

す
る
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
寝
た
き
り
老

人
の
日
常
生
活
を
介
護
し
て
い
る
方
を

い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
基
準
日
に
寝
た
き
り
老
人

と
介
護
者
が
と
も
に
一
年
以
上
町
内
に

住
所
が
な
い
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
支
給
方
法
及
び
支
給
額
一
そ
れ
ぞ
れ

の
基
準
日
の
翌
月
に
、
寝
た
き
り
老
人

一
人
に
つ
き
二
万
円
(
四
か
月
に
一
回
)

年
六
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
独
居
老
人
の
急
病
や
事
故

に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
程
、

七
社
帯
の
独
居
老
人
宅
に
緊
急
通
報
用

自肉陣息脅に朗報
「菌盟内レンエ夏、持入j

鐸験 i彊嬬

平成 4年4月 1日から、白内障患者に対する人口水

品体(眼内レンズ)挿入について、保険が適用される

ことになりました。

白内障一水晶体は瞳孔のすぐ後ろにあり、健康な状

態では透明で、入ってきた光線を焦点に結ばせる働き

をします。

しか し、 年を とる

につれて、 また、半唐

尿病やブドウ膜炎に

なると、 7}:品イ本はそ

の透明性を失い、し

だし、にJ濁ってきて、

徐々に視力が落ちて

くることを白内R章と

いいます。

電
話
機
を
設
置
し
、
二
十
四
時
間
体
制

で
通
報
を
管
理
す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
独
居
老
人
宅
に

電
話
機
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
発
信
機
を
備

え
て
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
電

職
話
機
又
は
ベ
ン
ダ

寵
ン
ト
の
ボ
タ
ン
を

弘
押
す
と
、
通
報
の

以
管
理
を
委
託
し
た

嘩
「
四
国
安
全
セ
ン

鞍

タ

l
」
に
白
動
的

酬
に
通
報
さ
れ
る
も

欄

の

で

す
o

セ
ン
タ
ー

却
は
、
二
十
四
時
間

水晶体

体
制
で
通
報
を
受
付
け
、
必
要
に
応
じ

て
救
急
車
の
出
動
を
要
請
し
た
り
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ
る
近
隣
者
に
連

絡
し
て
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

緊
急
通
報
用
電
話
機
は
、
町
が
独
居

老
人
に
無
償
で
貸
し
付
け
る
も
の
で
、

発
作
性
の
持
病
等
が
あ
り
、
電
話
機
設

置
の
必
要
度
の
高
い
方
を
優
先
し
て
、

貸
し
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
貸
し
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
電
話

機
が
、
四
台
あ
り
ま
す
の
で
、
貸
し
付

け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
区
担
当
の

民
生
委
員
又
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。



四
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
行

い
ま
し
た
。
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

皆
さ
ん
に
新
鮮
で
率
直
な
意
見
、
要
望

等
を
出
し
て
も
ら
い
、
町
行
政
、
広
報

な
が
は
ま
に
反
映
さ
せ
、
適
正
で
効
果

的
な
業
務
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
委
嘱
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
次
の
方
々
で
す
。

井
内
日
一
(
長
浜
)
大
塚
さ
っ
き
(
沖

浦
)
岡
崎
恭
子
(
仁
久
)
藤
堂
戦
(
今

坊
)
宝
生
芳
正
(
櫛
生
)
酒
城
茂
基

(
出
海
)
小
泉
満
子
(
大
和
)
石
本
さ

と
し
(
豊
茂
)
上
満
明
子
(
白
滝
)
西

山
修
一
(
戒
川
)

上
老
松
@
橋
立
下

新しく完成した橋立下集会所

集
会
所
が
完
成

こ
の
た
び
、
上
老
松
集
会
所
と
橋
立

下
集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

上
老
松
集
会
所
は
、
昨
年
九
月
二
十

五
日
に
着
工
し
て
、
木
造
瓦
茸
平
屋
建

総
面
積
六
九
・
四
九
平
方
財
、
建
築
費

七
百
六
十
一
一
万
二
千
円
を
か
け
て
完
成

し
ま
し
た
。
集
会
室
は
、
十
畳
二
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
立
下
集
会
所
は
、
今
年
一

月
二
十
九
日
に
着
工
し
て
、
木
造
瓦
茸

平
屋
建
で
、
総
面
積
四
八
・
七
四
平
方

M
州
、
建
築
費
五
百
五
十
六
万
一
一
千
円
を

か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。
集
会
室
は
、

十
畳
一
定
、
七
・
五
畳
一
主
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
二
つ
の
集
会
所
は
、
コ

定
期
検
査
を
受
け
ず
に
計
量
器
を
取

引
証
明
に
使
用
し
た
場
合
は
、
五
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

大
型
は
か
り
等
で
、
指
定
検
査
場
へ

持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
事
前
に

役
場
経
済
課
ま
た
は
県
計
量
検
定
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

計
量
器
定
期
検
査

6
月
2
日
j

4
日

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
日
程

で
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

取
引
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、
最

寄
り
の
検
査
場
で
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
計
量
器
は
、

「
は
か
り
」
「
自
動
ま
す
」

「
皮
革
面
積
計
」
で
す
。

検
査
科
は
、
計
阜
県
器
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
当

日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

病
気
、
旅
行
、
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
日
程
表
の
期
間
内
に

受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

場
合
は
、
役
場
経
済
課
ま

た
は
県
計
量
検
定
所
に
屑

け
出
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
に
検
査
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
を
届
け
出

た
計
量
器
に
つ
い
て
は
、

別
に
指
定
す
る
期
日
に
検

査
を
行
い
ま
す
。

平成 4年度広報モニターの皆さん

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
の
活
用
の
場
と
し
て
、
よ

り
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

検査日 検 正オ1ミこ 時 間 検査場所

6月2日 午前10時30分から午前11時30分 ]A長浜喜多灘支所

ij 午後 l時から午後 2時 櫛生 連 絡 所

イン 午後 2時30分から午後 3時30分 出 海連絡所

6月3日 午前 9時30分から午前11時30分 白 i竜連絡所

ク 午後 I時から午後 2時 大和 連 絡 所

// 午後 2時30分から午後 3時30分 豊茂 連 絡 所

6月4日 午前 10時から午後 3時 長浜 町役場

宅
一
一
タ
ー
?
?
し
ん

み
な
さ
ん
の
「
声
」
を
一
反
映

酒
城
さ
ん
ら
間
人

四
月
一
一
十
四
、
役
場
会
議
需
で
平
成

月 日 当直医 院 電話番号

5/17 米川医院 52-0165 

5/24 石村病院 52-0275 

5/31 清水医院 52-2883 

6/7 米川医院 52-0165 

6/14 岡田医院 52-0639 

6/21 菊地医院 52-0209 

[診療]救急患者の方のみ

[受付]午前10 ・ OO~午後 5 : 00 

額原則として往診は致しません。

韓

新しく完成した上老松集会所

麗

せら一一一お知

E草言語
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水道関係

星波 のし〈 6月 1日~

オ吋主主~望

，ま

です~

6 ) J l Hから 7日までは、私達の生活になくてはならないた切な水を考える水道週間ですυ そこで、大

切な水をムダなく使うため、シリーズで考えて行きたいと思います。

給水装置とはー・公道に埋められた水道管を配水管といいます。この配水甘から分かれて、各家庭まで引

き込まれた給水管、分水佳、止水栓、メータ一、給水栓(蛇口)などの器具を総称して

「給水装置CJ と11ヂんでいます。

なお、団地、アパート、中高層ビルなどは、分/]<.栓から受水そうのボールタップはく

を自動的に出したり、止めたりする装置)までが「給水装賢」です。

水道施設の区分・・・公選に埋められた配水管支では町の所有物です。この配水

竹から分かれた給氷装置は、皆三んの所有物ですので、この

部分の新設、改造、修理、撤去は、皆さんの負担になります。

いつも気をつけて管理しましょう。

※給水長fiIi.は、皆さんの負担で工事し、

その所右権及び管理責任は皆さんにあり

ま寸、

配水管

しかし、公道内給水管の管理について

は、公道利川者が不特定多数のため、漏

水原因者が特定できませんυ そこで、町

が公道内給水管を皆さんに変わって維持

管理し、修繕費用を負担しますりなお、

有効率向上のための漏水防止と早期修繕

及び地域住民への 2次災害防止に努めま

す。

ァ:ki菖が故障したときは

(構造友ぴ材質)

修理負担区分

道路

ビニール管

分水栓よノ
景水器日 ox

水が出ない…落雷による停電や破裂などの突発 図 給水装置の工事及び費用

事故以外、水道工事で断水する場

蛇口

合は、あらかじめ皆さんにお知らせします。水道工事が行われていないのに「水が出なしづ

場合には、近所も断水しているかどうかを確かめてください。

*自分 の家だけ水が出ないとき ...11:.水栓が聞いているか確かめてください。

女近所一帯で水が出ないとき・γ水道管の破裂や停電など、突発的な事故が考えられます。

女水の出が悪いとき・・・給水管が点くなって、管の内側に/j(.アカ、サピ、コブがつき、水が通りに

くくなっているためです。また、給水管が使用量に比べて細すぎる場合にもおこりますの

ガタ力タと音カずする・・・蛇口のところで、カ、、タガタと百ーがするときがあります。これは、流れてし、た水が

急、に 11 まったときや蛇口のコマベJ ノ'¥';J 干ンが{らんでいるときにおこります。

漏水の見つけ方切切・/J'(;亘メーターの検針のとき、化い )Jの割合には使用量が多いと Iよl、われたら、どこかで、
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漏水をしていないか調べてみましょう。

水道メ←ターで調べる場合は、家 中 の 蛇 口 を 令 部 閉 め て 、 メ ー ー タ ー の 赤 い 針 (1μ単 位)

か量水器内の円盤(ノfイロット)が同れぽ、どこかで漏水しています。また、給水管が埋め

てある刊近の地面や床下、壁な どか市れていたり、シューンと音がしているときには、 漏水

しています。

水道 ・ 衛 生 関 係

水道使用料会

li.p}16m' 

漏 水を して いる…蛇口ゃ水洗便所などからの漏水は、イに資源の無駄になるばかりでなく、

の負担が大きくなります。わずかの漏水でも、平めに修理しましょう。

女蛇nからのボタボ、タで. . 0 1 1.J'}i 1 m' *蛇口からのチョロチョロで B

*水洗 トイレのチョロチョロで・. 1か月 20m'

※なお、メーターより内相Ij (家庭内)で漏水した場合、

で、特にご注意下さい。

水道使用料は全額個人負担となりますの

漏水の応急手当・・・修理が終わるまで、とりあえず止水栓を右に1"1して、水を止めてください。 J上水栓は、

メーターボックスの中か道路と宅地の境にあります。

なお、漏水修理は、次の長浜町 1-.71'<.道指定工事自にお申し込みください。

畏浜田宮土水温措電工事麿一軍寝

甲種工事届…本管を含む給水装置工事全般

河内設備商会! 52-0503 ダイワ設備工業 !521289 立.{崎誌 f~需工業 52-0701 

(有)南予水道住設 52-0461 (有)住吉産業 52-1531 米 田 言支 i蒲 52-2713 

(榊西田興産 52-0511 尾野鉄工所 53-0757 好 崎鉄工所 26-0720 

笹 田 水 道 52-2891 
トー一一一一

乙櫨工事百…本管を除く給水装置工事全権
一「

(有)三共鉄二[ 52-0162 池 内石油山 52-0498 喜多石油(槻 52-()048 

沖浦鉄工所 52-1507 西田鉄工所 52-0479 制鈴木ガス商会 52-()358 

共和電業社 52-0543 久 保田則行 530543ii崎矢野ガス側 52-0420 

J A 長 j兵 52-1211 (出岸本商居 52-0072 白滝産業 54-0913 
」一

一
私
達
の
を
し
の
中
に
は
物
が
あ

一
ふ
れ
、
牛
活
を
豊
か
に
便
利
に
し
て

一
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
た
く
さ

、
ん
の
物
は
使
わ
れ
た
後
、
ど
こ
へ
行

く
の
で
し
ょ
う
か
?

使
い
捨
て
の
文
化
は
、
資
源
の
む

だ
使
い
で
あ
り
、
地
球
の
環
境
を
わ

し
ば
ん
で
い
ま
す
。
今
や
物
を
消
費

し
た
後
始
末
を
考
え
て
、
消
費
生
活

を
送
る
べ
き
時
代
が
き
た
の
で
す
c

そ
こ
で
、
長
浜
町
で
は
、
こ
れ
ら

の
資
源
ご
み
回
収
活
動
及
び
ご
み
減

量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
四
年

度
か
ら
資
源
ご
み
回
収
活
動
奨
励
金

制
度
を
制
定
し
て
、
皆
さ
ん
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

資
源
ご
み
由
収
活
動
奨
励
金
交
付
制
度

対
象
団
体
・
・
・
対
象
と
な
る
閉

体
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

で
す
。∞

営
利
を
目
的
と
し
な
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

ヤ
動
で
あ
る
こ
と
の
②
お
お
む
ね
二
十

一
人
以
上
の
地
域
住
民
で
構
成
す
る
こ

…
と
。
③
地
域
一
般
家
庭
を
対
象
に
、

一
年
一
一
回
以
上
、
自
主
的
に
資
源
ご
み

回
収
活
動
を
行
う
こ
と
。

対
象
品
目
・
・
@
対
象
と
な
る
品
自

は
、
町
内
で
家
庭
生
活
か
ら
出
る
物
の

う
ち
、
再
生
可
能
な
古
紙
頬
等
、
古
布
、

ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
で
す
。

奨
励
金
の
額
・
。
。
将
人
励
金
の
額
は
、

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
売
却
し
た
対
象

の
重
量
一

J
Jに
つ
い
て
五
円
で
寸
、

※
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
団
体
の
登
録
が
必
要
で
す
。
許

し
く
は
、
役
場
衛
生
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。環

境
セ
シ
タ
ー

憂
付
時
閣
⑬
変
更

大
洲
市
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
(
ご

み
焼
却
場
)
の
交
付
時
聞
が
、
四
月
か

ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

一
月
曜
日

i
金
曜
日
一
今
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
(
祝
祭
日
含
む
)

受
付
け
ま
す
。

一
土
曜
日
一
午
前
八
時
三
分
か
ら
一
止
午

(
祝
祭
日
含
む
)
ま
で
受
付
け
ま
す
。

な
お
、
日
曜
日
は
休
み
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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親子で避難@消火

~沖浦保育所で訓練~

3月17日、沖浦保育所で親子避難・

消 火訓 練が 行わ れ、 約50人が参加した。

これは、ゲーの火災に備えて行われ

たもので、訓練では、消防職員の避難

や消火方法の説明を聞いた後、親 子で

煙の中をくぐったり、てんぷら油 を消

火するなど、実戦さながらの訓練を行っ

た o .... 

安
全
と
皐
期

完
成
を
顧
っ
て

j
全
由
民
西
日
本
石
油

基
地
起
工
式
j

四
月
じ
日
、
拓
海
団
地
で
両
日
本
石

袖
基
地
起
工
式
が
行
わ
れ
、
全
農
閣
係

者
、
来
賓
、
工
事
関
係
者
令
わ
せ
て
約

百
人
が
出
席
し
た
。

起
工
式
で
は
、
鹿
垣
籾
義
人
主
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
長

に
よ
る
神
事
の
穿
初

の
儀
や
、
ま
た
、
伊
永

賀
貞
雪
愛
技
県
知
事
、

西
田
司
衆
議
院
議
員

に
よ
る
玉
串
奉
集
な

ど
が
行
わ
れ
、
工
事

の
安
全
と
早
期
完
成

を
願
っ
た
。

v

な
お
、
こ
の
石
油
基
地
ば
、
平
成
五

年
五
月
に
完
成
し
、
操
業
す
る
予
{
千
円

鍬入れする関係者

てんぷら油を消火するお母さん

121 
伊・ 41  

Zルユ
浜ハル
郵/
便サfで
母 7
}マ

四
月
十
三
日
、
長
浜
郵
便
局
で
カ
ラ

フ
ル
ハ
ン
ガ
ー
手
づ
く
り
教
室
が
行
わ

れ
、
約
二
十
五
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
一
環

と
し
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
同
か
ら
の
ハ

ン
ガ
ー
を
可
愛
く
、
お
し
ゃ
れ
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
参
加

者
は
、
思
い
思
い
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ

トベルトを締めて 1

~交通茶岸:開設~ 砂

4月151:::l、挙のき三週安全

期間中に、満里f大if"可TJi前

で交通茶屋を開設。長浜

保育所園児、安全協会の

役員、婦人交通指導員ら

約 30人が、ヤクルトと交

i重マナーのチラシを酉己り、

交通安全を呼びかけた。

け
た
ハ
ン
ガ
ー
づ
く
り
に
取
り
判
ん
だ
。

交通安全を呼びかける園児

H

白
滝
俳
句
会

H

春
雷
や
鱗
古
り
し
天
守
閣

悦
子

ま
た
の
花
あ
り
ゃ
な
し
ぞ
と
惜
し
み
け

-4 十之

思い思いにリサイクルする参加者

り

上
田

一正

お
彼
岸
の
お
も
り
凶
子
の
傾
き
し

平
井

松
子

も
ど
り
寒
鉦
打
ち
報
す
葬
の
刻

青
水

久
に
会
ふ
灯
点
す
一
時
一
敷
花
心
雨

上
山
ミ
ツ
子

禎
子

懐
石
や
卯
灯
時
て
ふ
名
を
つ
け
て

二
R

菊

枝

散
る
花
の
行
方
鉄
路
の
錆
の
仁

上
田

ス

十
日
ひ
し
事
悔
み
を
り
つ
つ
蓮
つ
む

都
築
い
ち
子

春
永
に
鵜
の
訓
練
の
始
ま
り
ぬ

上
回

孝
子

「一一一一一一一一一一一一一_'--'--一一一一一-'1i 通科「赤汀」として知られる
長浜港北防波堤灯台は、昭和 2

1年に設置され、 沿岸航行の船舶 e!:u iに位置や航路を知らせ、海上の 三;
安全に努めている。この灯台ま ιA 
iでのj仙波堤の 延 長 は 、 7881-;;: '*γ 

もあり、内港の水深は約 51~でヅ.，11' ~S 
iあるの γ 
j また、この赤灯は、魚釣り場 ι 

として広く知られており、四季 nJ? 

l をき手下町苧ア!ぞれ_J-.~ !...l-...-r 陀)

|はアヲ:ruゴアに五灯。
E イワシ、キス、ヂヌなどの一一 同'1 ， 
! j"cfれ、時には、ヤズ(ブリのまゴ~ '-!-J) ! 
l魚)も釣れる - I 

!;二斗勾聖l
iャー主議開 1

11sd¥j円十一 l
i.ーと.三:認と~;:I:盟主丘主三主n-g一一._.J
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蘇
谷
美
佐
江
、
兵
頭
満
、
松
本
正
義
‘

竹
内
序
、
上
山
充
人
、
石
丸
平
、
谷
岡

照
子
、
矢
野
利
明
、
三
原
本
ナ
義
、
新
田

志
利
、
玉
井
明
、
福
田
時
美
、
{
以
上

長
浜
)
、
大
成
ハ
ル
ミ
、
矢
野
安
(
以

上
黒
岡
」
、
梶
村
亀
代
、
片
山
威
、
州

問
ト
メ
ヨ
(
以
上
柿
生
)
、
参
河
亥
四

男
、
谷
本
タ
ダ
コ
、
大
橋
光
也
(
以
卜

出
海
)
、
横
畑
嘉
平
、
成
光
菊
子
、
潟

地
金
生
(
以
上
上
老
松
)
、
村
橋
厚
、

一
区
長
多
年
勤
続
表
彰
一
峯
岡
抗
一
郎
一
宮
博
、
山
本
ア
ヤ
コ
、
山
尾
規
雄
、

(
長
浜
)
、
新
山
博
邦
(
長
民
)
菊
地
生
亀
(
以
上
豊
茂
)
、
尾
上
正
満
、

一
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
多
年
勤
続
表
岩
田
一
夫
、
峰
勝
義
、
鎌
田
允
、
山
口

彰
一
兵
頭
信
男
(
長
浜
)
里
見
、
門
田
勝
子
、
平
田
清
隆
、
木
下

一
国
保
優
良
被
保
険
者
一
高
菊
枝
、
近
哲
(
以
卜
山
崎
)
、
大
野
保
慶
、
官
本

藤
元
介
、
山
本
節
夫
、
菊
池
民
一
二
街
、
伊
勢
夫
、
鎌
田
孜
喜
子
、
冨
同
勝
子
、

金
津
道
子
、
木
村
正
、
計
岡
亀
冨
美
、
出
田
キ
ヨ
コ
(
以
上
柴
)
、
大
畑
勝
師
、

同
道
静
子
、
境
良
恵
、
飯
野
妙
子
、
何
奥
田
康
行
、
藤
本
忠
晴
、
今
岡
晋
(
以

健
康
で
明
る
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
女
の
子
一

.

で

あ

っ

て

ほ

し

い

と

思

い

、

こ

の

名

前

を

つ

け

ま

し

た

の

一

や
っ
と
、
こ
の
世
一
に
命
を
受
け
て
、
し
あ
わ
せ
な
人
生
一

を

歩

ん

で

、

ほ

し

い

と

思

い

ま

す

。

国

観
輔
醒
一
J
J
J
滋
髄
髄
福
離
れ
一

環
繍
繍
嬢
騒
々

γ存

J
a鎖
副

J

J

l

宇

品

一

E
眠
龍
三
十
主
総
鞠

J

ぞ
生
一

藩
温
習
量
調

i
d廟
議
溺
議
畿
一
三
ア
日
園

駅
ず
し
な
一
均
二
三
議
軍
調
1

一

FJ
へ
山
い
領
、
下
」
パ
ム
ザ
ス
騒
騒
醗
月
一

撃

帽

論

議

品

二

ナ

J

J

一
¥
融
酔
関
覇
山

5
E

翻
皆
、
調
轟
睡
眠
関
監
年
一

d
聞
週
鋸
歯
・
圃
1

4

ご……
j
a姻
掴
姻
燭
撞
薗
圃
圃
罷
ペ
ベ
ゾ
回

ほ
凶
ぺ
¥
一
%
一
戸
、
一
-vrぬ
ぐ
骨
盤
輔
櫨
成
一

意一一
h
y
Jー
も
S
開
設
平
一

(父
H
勇
志
さ
ん
・
母
U
瞳

さ

ん

)

一

地
域
福
祉
に
貢
献

長
浜
町
社
会
福
祉
大
会

三
月
二
十
七
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
、
第
一
一
十
ご
一
同
長
浜
町
社
会
福
祉

大
会
が
聞
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

畏
浜
町
畏
喪
彰

一一一表彰・一歳です

:iJ言語道~'f";~:~設i当初:~~~:~
増田あゆみちゃん(櫛生)

上
沖
浦
)
、
岡
田
久
太
郎
、
高
木
満
敏
、

鈴
木
フ
サ
子
(
以
上
今
坊
)
、
怯
間
マ

ス
エ
、
徳
、
水
鹿
太
郎
、
徳
永
満
男
、
池

下
山
円
次
郎
(
以
上
下
須
戒
)
、
矢
野
サ

ト
ミ
、
井
上
ト
ラ
ヨ
、
村
上
シ
ゲ
ル
、

(
以
上
仁
久
コ
古
中
シ
ゾ
チ
(
青
島
)
、

清
水
満
信
、
H

牒
田
諾
一
寸
(
以
上
轄
桔
一
)
、

山
田
慶
亀
、
堀
尾
キ
ヌ
コ
、
山
本
章
一

(
以
上
戒
川
)

長
浜
町
長
感
闘
状

一
献
血
逗
動
功
労
者
}
〈
三
十
回
以

上
)
上
口
岡
英
則
、
浅
田
邦
夫
(
以
上
長

浜
)
、
東
義
博
(
黒
田
)
、
清
水
志
郎

(
須
沢
)
、
和
田
永
吉
一
山
海
)
、
藤

淵
良
子
〈
豊
茂
)

(
十
回
以
上
)
頼
永
一
夫
、
東
勝
治
、

冨
野
和
男
(
以
上
長
浜
)
、
武
田
守
、

垣
見
正
志
、
山
田
真
一
一
(
以
上
沖
油
)
、

田
中
血
管
志
、
酒
城
匡
(
以
上
出
海
)
、

井
内
禎
子
、
矢
野
寿
一
(
以
上
下
須
戒
づ

清
水
禎
子
、
越
智
一
呂
美
子
(
以
上
白

滝
)
、
小
西
澄
恵
、
渡
返
信
-
一
(
以
上

柴
)一

地
域
福
祉
奉
仕
者
一
尾
上
幸
太
郎

(
出
抑
)町

祉
協
会
長
寝
彰

一
社
会
福
祉
功
労
者
一
マ
個
人
:
・
森
口

{
一
川
幸
(
櫛
生
)
、
山
本
拓
也
、
城
戸
忍
、

(
以
上
櫛
生
小
)
マ
団
体
:
・
長
浜
中
学

校
生
徒
会
、
長
浜
小
学
校
赤
十
字
委
員

会
、
大
和
小
学
校
児
童
会
、
白
滝
小
学

校
児
童
会
、
成
川
小
学
校
十
八
一
千
地
区
間

童
会町

祉
協
会
畏
感
聞
紙

{
社
協
評
議
員
多
年
勤
続
一
占
岡
重
則
、

東
寛
光
、
高
橋
美
沖
子
(
以
上
長
浜
)
、

石
田
フ
タ
ヱ
(
黒
問
)
、
畑
中
和
夫

(
出
海
)
、
久
保
愛
子
(
下
須
戒
)
、

後
藤
和
男
(
白
滝
)
、
域
本
音
松
(
戒

川
)
、
松
田
忠
重
(
柴
)

町
墨
画
社
協
会
長
感
謝
状

{
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
者
一
マ
個

人
:
藤
湖
津
馬
、
域
一
い
忠
彦
、
大
田
利

堆
(
以
上
長
浜
)
、
梶
本
リ
キ
子
(
青

島
)
、
湯
川
ミ
ツ
エ
(
松
山
市
)
、
片

岡
千
代
子
(
三
重
県
)
マ
団
体
:
藤
菜

流
友
弥
会
・
泉
友
注
(
長
浜
)
、
長
浜

歌
謡
同
好
会
・
白
布
亀
徳
(
長
一
県
)
、

愛
媛
民
謡
同
好
会
堤
教
室
・
堤
仁
三

(
長
距
)
、
大
和
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
・

中
川
墨
芙
(
大
和
)
、
藤
知
会
藤
間
流
・

藤
間
伊
知
郎
(
松
山
市
」

町
共
同
募
金
禽
畏
襲
彰

一
共
同
募
金
功
労
者
}
長
浜
町
共
同
募

金
委
員
会
豊
茂
支
部
(
豊
茂
)

愛
媛
県
共
同
募
金
会

名
誉
会
長
感
謝
状

{
共
同
募
金
功
労
者
一
石
村
病
院
、
岸

本
准
一
郎
、
兵
頭
信
男
、
了
八
ド
K

匹、

長
浜
仏
教
会
、
欄
エ

i
コ
l
プ
長
浜
庖
、

国
市
長
一
段
建
設
(
以
十
長
浜
)
、
サ
ボ

ア
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
(
晴
海
)
、
稲

田
木
工
械
、
長
浜
化
成
樹
(
以
上
拓

海
)
帰
菊
今
製
材
所
、
昭
和
コ
ン
ク

リ
ー
ト
州
、
カ
ル
ビ
l
食
品
側
、
渡
漫

剛
、
丙
田
洋
一
(
以
上
下
須
戒
)
、
瑞

林
寺
梅
花
講
(
柴
)

血
班
勝
幽
一
旦
茂
圏

準
優
勝
に
長
浜
チ
ー
ム

五
十
崎
で
ク
ロ
ッ
ケ

1
大
会

山
月
十
日
、
五
十
崎
町
で
第
九
回
岡

田
巳
合
一
後
援
会
~
池
田
久
上
口
会
長
)
ク

ロ
ッ
ケ
l
大
会
が
行
わ
れ
、
四
十
五
チ
ー

ム
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
十
チ
i
ム
が
参
加
し
、

豊
茂
チ
1
ム
(
米
岡
喜
一
郎
、
楠
野
孝

行
、
菊
地
三
佐
子
)
が
優
勝
に
、
ま
た
、

比
浜
チ
l
ム
(
冨
田
運
夫
、
島
田
梅
次

郎
、
武
内
親
)
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

西
村
護
さ
ん

第
五
十
九
回
逓
信
記
念
日

四
月
一
一
十
円
、
県
民
文
化
会
館
で
第

五
十
九
同
逓
信
記
念
日
地
方
式
典
が
行

わ
れ
、
長
浜
の
西
村
護
(
七
七
)
さ
ん

が
、
長
年
地
域
郵
政
業
務
の
功
楕
に
よ

り
、
部
外
功
労
と
し
て
、
長
谷
川
憲
正
四

国
郵
政
局
長
か
ら
去
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

「
年
金
住
宅
融
資
」
で
!

(有)岸本印刷

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
平
成

問
年
度
第
一
回
「
住
宅
融
資
」
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
利
用
で
き
る

方
一
現
在
厚
生
年
金
の
加
入
者
一
資
金

の
使
い
道
一
重
在
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・

山
仲
エ
…
ん
住
宅
・
中
古
住
宅
の
購
入
及
び
増

改
築
な
ど
の
住
宅
改
良
資
金
一
融
資
金

額
一
所
要
資
金
の
八
十
計
ト
以
内
で
、

最
高
一
千
九
百
四
十
万
円
ま
で
一
返

済
期
間
}
五
年
か
ら
一
一
一
十
年
一
受
付
期

間
一
平
成
四
年
四
月
一
一
十
二
日
か
ら
六

月
十
九
日
ま
で

詳
し
く
ほ
、
(
杜
)
愛
校
県
年
金
福

祉
協
会

(
E
O
八
九
九
1
四一
I
i

七
六

六
七
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

印刷平成 4年 5Jl 1 II発行平成 4年5月号

寄
付
採
納

O
豊
茂
保
育
所
父
母
の
会
(
冨
田
弥
生

会
長
)
・
:
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
豊
茂
保
育

所
へ
。

。
長
浜
中
学
校
P
T
A
(佐
々
木
徳
美

会
長
)
:
・
暗
幕
一
式
を
長
浜
中
学
校

へ。O
K音
多
灘
保
育
所
卒
園
児
保
護
者
一
同

(
代
表
・
橋
岡
か
な
え
)
・
:
紙
芝
居
棚

を
喜
多
灘
保
育
所
へ
。

。
今
坊
の
谷
上
貢
さ
ん
、
後
藤
栄
治
さ

ん
:
パ
イ
プ
椅
子
五
脚
を
喜
多
灘
保
育

所
へ
。

。
平
成
三
年
度
櫛
生
保
育
所
卒
園
児
保

護
者
一
一
同
(
代
表
@
林
千
代
正
)
i
行

事
告
知
板
を
櫛
生
保
育
所
へ
。

。
大
和
保
育
所
母
の
会
(
代
表
・
奥
野

ひ
と
み
)
・
:
同
鬼
用
机
五
脚
を
大
和
保

育
所
へ
。

。
沖
浦
保
育
所
母
の
会
平
成
一
-
一
年
度
卒

園
児
保
護
者
一
同
へ
代
表
・
鎌
田
利
子
)

・
:
祐
蔵
庫
を
沖
浦
保
育
所
へ
。

。
長
浜
保
育
所
母
の
会
(
松
原
末
美
会

長
)
・
:
遊
具
(
ホ
ッ
ピ
ン
グ
)
七
台
を

長
浜
保
育
所
へ
。

O
白
滝
保
育
所
母
の
会
(
東
佐
紀
子
会

長
)
・
:
静
電
複
写
機
一
台
を
白
滝
保
育

所
ヘ
コ

ゆコ
結
播

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

f主:;t;;. H: 白f主白イ二出長白長黒長豊
3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

戸斤

保
護
者
氏
名

日孝清
之彦隆

続
手内

三
男

三
男

二
男

名

死
亡
時
年
齢

3
月
の
ト
ソ
ブ
は

岡
山
首
-
百
合
子
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル

3
月
届
出
分
一
敬
称
略
)

イ主

戸ff

氏

名

i竜 茂 浜

尾松丸
ヒ本cJl

(八し一ハ)

(
八
二
)

(
四
八
)

(
七
七
)

(
七
九
)

(
六
一
一
)

(人

λ
)

(
八
一
)

(
七
九
)

「わけもなく H幻 11が女子き 5

Jl来しj 郷土長浜は出石山仁

英知を、肱川に根性を、伊予

i難に大和を求めて教育の根底

とし、長浜中学 校の校JJll碑は

英知・根性・大和を刻み教育

の干圭とし、問丁ドiの，c.、のよりど

ころとしている。 5)J 1日は

メーデーで労働者の1'iI結の日

であり国1117的行事の日。 3日

は;去法記念日で今年で45年仁

なる。憲法改正 論 や 平 和 維 持

活動 (PK 0) 論で国i攻は揺

れ動く。加えて国際経1斉の ì'í}~

変や米の自由化、農産物の輸

入。証券業界の不透明な体質。

株価の暴洛。同民の政治不信。

共和・佐川の的 恨も握りつぶ

された。この政界の混乱は地

方政治の不振にもつ ~7うする。

このH主5月 5日に子どもの U。

5月10日 に ほ の日を迎え、平

和憲法の芯義をかみしめて、

人権尊重に徹し、 家 族 や 地 域

のがドを深め合えることは喜ば

しい。小学:+'，(1ま4刀よりま旨主事

要領も主主わり、生活科が誕生

した 。 学 校 5日制導入も論議

を呼んでし必。今こそ家庭・

学校・地域が連絡を密にし、

町 の実J藤をふまえて潤いと安

らぎのある町づくり・里づく

り心づくりを忘れず諸施策を、

町長・職員・町民がーイ本となっ

て推進し、生きがし、のある町

イゴくりを干斤念:するの

広報ながはま

/一~

長 長

i兵 j兵

久

直

ι

百
合
子

了麦岡

お
く
や

3
月
届
出
分
(
敬
称
略

戸斤

氏

田浜茂滝浜滝久海浜

榊

原

佐

助

村

本

武

則

山

元

忠

行

冨
岡
フ
サ
コ

城

戸

君

子

山
本
和
夫

上

田

角

友

横
山
春
夫

西

崎

孫

市

記
璽

児
名

昌一調
今
月
口
す
か
ら
、
文
字
の
大
き
さ
を
変

え
て
み
ま
し
た

Q

子
供
か
ら
お
年
寄
り

の
方
に
よ
り
見
や
す
く
す
る
た
め
に
と
、

ι心
の
策
な
の
で
す
が
:
・
(
私
だ
け
が

忠
っ
て
い
る
の
か
も
:
心
。
読
ま
れ
て

の
感
想
・
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
気
持
の
良
い
五
月
晴
れ

で
過
ご
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。

行
楽
地
は
、
車
や
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
好
天
気

も
長
続
き
は
し
ま
せ
ん
。
六
月
が
近
づ

く
と
梅
雨
の
は
し
り
を
忠
わ
せ
る
雨
の

円
が
多
/
¥
憂
う
つ
な
季
節
に
な
り
ま

す
が
、
間
植
え
や
水
源
確
保
な
ど
、
人

間
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
梅
雨
で
す
。

今
年
の
梅
雨
も
、
私
達
に
と
っ
て
恵
み

の
阿
に
な
っ
て
ほ
し
し
r
も
の
で
す
。
(
い
)

jミ 昌 慎
海樹也

数

人口をふやしましょう

前月どの比較

77人減

/も444人減¥

¥女33人減ノ

61日一帯 iJ，，~

帯人

11，091人
(男 5，191人)
女5，9開人

3，715世帯

世口


